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林
縁
や
山
裾
な
ど
、ど
こ
に
で
も
見
ら
れ
る
多
年
生
の
草
本
で
、

「
ク
ジ
ャ
ク
シ
ダ
」
ま
た
は
「
ヌ
リ
バ
シ
」
な
ど
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
根
は
横
に
這
い
、
葉
は

冬
の
間
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
草
の
見
ど
こ
ろ
は
、

茶
褐
色
ま
た
は
黄
褐
色
の
茎

の
鱗
片
か
ら
簇
出

そ
う
し
ゅ
つ

し
、
輪
状

に
な
っ
た
根
茎
に
、
や
や
変

形
し
た
長
楕
円
形
の
葉
片

を
、
び
っ
し
り
つ
け
る
こ
と

で
す
。
こ
の
様
子
が
恰

あ
た
か

も
孔

雀
が
羽
根
を
広
げ
た
と
き
の

よ
う
に
見
え
る
の
で
和
名
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ヌ
リ

バ
シ
は
、
葉
柄
が
ち
ょ
う
ど

漆う
る
し

を
塗ぬ

っ
た
箸
の
よ
う
に
艶つ

や

が
あ
る
の
で
い
わ
れ
ま
す
。

1�　ニュースポーツ講習会「キ
ンボール」

2� 第26回蔵分館冬まつりっこ
4� 予防接種（個別・三混）
6�　議会全員協議会
7� 機能訓練教室
9� 大平スキー大会
11�　建国記念日
14� 女性のためのさわやか講座
15� 雪ものがたり2003（～16日）

冬季スポレク大会「ペタン
ク大会」

17� 機能訓練教室
18�　食生活改善講習会
19� 予防接種（集団・ポリオ）
20�　3歳児健診
23� 2003雪上野球Ｗ杯東由利

大会
25�　献血
26� ことぶき大学（閉校式）
28� 畜産講演会
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由
利�
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編
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発
行
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〜
１
月
20
日
）

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一
封
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

石
黒
ミ
ヲ
さ
ん
（
秋
田
市
）、
鈴
木
春
夫
さ
ん

（
藤
枝
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

佐
藤
達
男
さ
ん
（
下
通
）、
小
松
耕
之
助
さ
ん

（
下
小
路
）、
佐
藤
順
一
さ
ん
（
中
通
）、
石
岡
イ

セ
子
さ
ん
（
高
戸
屋
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

今月は、本町のスキーヤーの活躍ぶりが素晴らし
かったですね。風を切ってゲレンデを滑れたらどん
なに気持ちがいいのだろうと考えるだけでうらやま
しく、ワクワクしてしまいます。一方、矢島スキー
場で地元の小学生が事故で亡くなったという悲しい
ニュースも耳にしました。失なわれてしまったその
子の未来やご遺族のことを思うと、とても胸が痛み
ます。スリル満点で楽しいスポーツも、油断をする
ととても危険です。本町のみなさんもスポーツ中の
事故には十分気をつけてほしいものです。（菅）

藤原陽太郎さん（上通）の作品です。
本作品は第９回子吉川写真コンテストで佳作に

選ばれました。

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●東由利町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

（
12
月
21
日
〜
１
月
20
日
届
出
）

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
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佐
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安
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さ
ん
（
72
）
秀
　
子
･
夫
・
下
　
通

冬のワカサギ釣り



第
一
回
議
会
臨
時
会
が
一
月
十
四
日
に

招
集
さ
れ
、「
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併

協
議
会
」
の
設
置
案
と
一
般
会
計
補
正
予

算
案
の
二
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
一
般
会
計
の

歳
入
歳
出
予
算
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
八
万

四
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
五
十
一

億
四
千
八
百
二
万
六
千
円
と
し
た
も
の
。

追
加
と
な
っ
た
歳
出
補
正
予
算
の
内
訳
は

本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
分
担

金
。
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法
定
協
設
置
案
を
可
決

第
一
回
議
会
臨
時
会

一
月
十
四
日
招
集

（
平
成
十
五
年
一
月
十
五
日
付
）

【
企
画
課
】

▽
企
画
課
長
兼
企
画
振
興
係
長
（
企
画
課

長
）
小
松
慶
悦

【
派
遣
】

▽
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
事
務

局
（
企
画
振
興
係
長
）
遠
藤
晃

（
平
成
十
五
年
一
月
二
十
日
付
）

【
総
務
課
】

▽
総
務
課
長
（
総
務
課
長
兼
財
政
係
長
）

畠
山
基
保

▽
財
政
係
長
（
庁
舎
建
設
係
長
）
高
橋
重

保【庁
舎
建
設
室
】

▽
主
幹
兼
庁
舎
建
設
室
長
兼
庁
舎
建
設
係

長
（
主
幹
兼
庁
舎
建
設
室
長
）
伊
東
正
志

人
　
事
　
異
　
動

一
月
六
日
は
御
用
始
め
。
役
場
は
三
月
の

年
度
決
算
で
す
が
、
新
年
は
仕
事
始
め
の
式

が
あ
り
ま
す
。
式
で
は
、「
世
界
で
は
ア
メ

リ
カ
連
合
軍
の
イ
ラ
ク
攻
撃
が
い
つ
か
と
緊

張
し
て
い
る
し
、
日
本
は
デ
フ
レ
下
で
の
経

済
不
況
の
出
口
が
見
え
な
い
し
と
、
今
年
も

我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
こ
と
で

す
。
ま
た
市
町
村
合
併
の
協
議
も
進
ん
で
い

き
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
行
政
の
拠
点
と
な
る
べ
く
役
場
庁
舎
の

改
築
機
能
の
移
転
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し

た
。
こ
の
新
し
い
革
袋
で
気
分
を
一
新
し
、

多
岐
に
わ
た
る
行
政
課
題
に
懸
命
に
取
り
組

め
る
良
い
一
年
に
し
て
い
き
た
い
。
た
め
に

も
自
分
自
身
の
健
康
も
大
事
な
こ
と
。
有

限
の
命
、
寿
命
は
あ
る
に
し
て
も
で
き
る

努
力
は
し
て
い
こ
う
。」
と
職
員
に
訓
示

し
ま
し
た
。

同
日
、
町
商
工
会
主
催
の
名
刺
交
換
会

を
、
定
例
会
場
の
有
鄰
館
で
は
な
く
新
庁

舎
の
お
披
露
目
も
か
ね
て
二
階
の
会
議
室

で
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
集
ま
り
の

皆
さ
ん
に
お
神
酒
で
清
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
、「
げ
ん
き
館
」
で
出
初
式

が
あ
り
、
石
山
地
方
部
長
さ
ん
は
じ
め
ご
来

賓
多
数
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
と
共
に
今
年
こ

そ
は
と
無
火
災
を
祈
念
し
ま
し
た
。

十
四
日
、
新
庁
舎
で
の
初
議
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
の
合
併
を

目
指
す
一
市
七
町
の
合
併
協
議
会
設
置
の
議

決
を
お
願
い
す
る
も
の
で
し
た
。
賛
成
・
反

対
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
賛

成
論
・
反
対
論
と
も
立
派
な
ご
意
見
で
緊
張

し
て
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

意
見
を
十
分
心
に
と
め
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

協
議
会
に
臨
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。二

十
一
日
に
は
第
一
回
合
併
協
議
会
が
広

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
各
市

町
か
ら
五
人
ず
つ
、
県
か
ら
一
人
の
計
四
十

一
人
の
協
議
会
で
す
。
我
が
町
か
ら
は
議
会

か
ら
二
人
、「
山
紫
水
明
の
里
」
を
代
表
す

る
方
、「
あ
き
た
こ
ま
ち
と
由
利
牛
の
里
」

を
代
表
す
る
方
と
私
の
五
人
が
こ
の
協
議
会

に
参
加
し
ま
す
。
月
に
一
回
開
会
し
、
新
し

い
一
市
七
町
の
建
設
計
画
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。
席
上
、「
い
よ
い
よ
合
併
に
向

け
て
の
論
議
が
始
ま
り
ま
す
。
未
知
の
新

し
い
行
政
体
を
造
る
た
め
、
楽
し
く
論
議

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
申
し
上
げ
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
そ
う
い
う
協
議
会
に
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

分
館
主
催
の
新
春
町
政
座
談
会
で
も
合

併
論
議
が
大
き
な
話
題
で
し
た
。
メ
リ
ッ

ト
も
心
配
さ
れ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す

が
、
大
き
な
不
安
の
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

論
議
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

雪
本
番
の
二
月
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時

期
、
除
雪
車
が
通
っ
た
後
の
道
路
は
テ
カ
テ

カ
で
、
転
ん
で
思
わ
ぬ
事
故
に
あ
っ
た
と
い

う
話
を
聞
き
ま
す
。
人
に
は
、
あ
い
さ
つ
が

わ
り
に
「
転
ば
な
い
よ
う
に
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、自
分
で
転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

幸
い
無
事
で
し
た
が
、
ど
う
ぞ
お
気
を
つ
け

く
だ
さ
い
。
無
事
故
の
二
月
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
祈
念
し
て
。

本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
は
、

地
方
自
治
法
と
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
、

一
月
十
四
日
各
市
町
議
会
で
の
設
置
議
案

可
決
を
受
け
た
も
の
で
、
県
内
で
は
仁
賀

保
・
金
浦
・
象
潟
三
町
に
次
い
で
二
番
目

の
発
足
と
な
り
ま
す
。

市
町
長
協
議
会
で
は
全
八
市
町
長
が
協

議
会
規
約
や
協
議
事
項
、
予
算
案
な
ど
を

確
認
。
会
長
に
は
柳
田
弘
・
本
荘
市
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
副
会
長
は
七
町
長
が

そ
れ
ぞ
れ
務
め
る
こ
と
と
し
、
会
長
の
職

務
代
理
者
に
は
由
利
郡
町
村
会
長
の
佐
々

木
秀
綱
・
大
内
町
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
八
市
町
長
が
協
議
書
に
署

名
・
押
印
し
た
後
、
会
長
の
柳
田
市
長
が

各
市
町
の
助
役
・
担
当
課
長
に
幹
事
会
の

委
嘱
状
を
交
付
。
各
市
町
か
ら
派
遣
さ
れ

た
事
務
局
職
員
に
は
辞
令
を
手
渡
し
ま
し

た
。そ

の
後
の
記
者
会
見
で
は
、
柳
田
市
長

が
「
新
し
い
世
紀
に
即
応
し
た
力
を
つ
け

る
こ
と
が
大
切
。
周
辺
地
域
の
声
に
耳
を

傾
け
、
互
い
に
地
域
エ
ゴ
を
か
な
ぐ
り
捨

て
て
合
併
に
臨
み
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

ま
た
、
阿
部
幸
悦
町
長
は
「
一
市
十
町

の
合
併
が
理
想
だ
っ
た
が
、
情
熱
を
込
め

て
淡
々
と
協
議
会
に
臨
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
は
各
市
町
の
首
長
、
議
長
、

議
員
一
人
、
住
民
代
表
二
人
、
石
山
修
・

県
由
利
地
方
部
長
の
計
四
十
一
人
で
構
成

さ
れ
、
本
町
か
ら
は
阿
部
町
長
、
遠
藤
忠

平
議
会
議
長
、
小
松
義
嗣
副
議
長
、
長
谷

山
光
さ
ん
（
石
高
）、
金
子
拓
雄
さ
ん

（
新
町
）の
五
人
が
委
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
月
二
十
一
日
に
は
、「
第
一
回
本
荘

由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
」
が
本
荘
由

利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
平
成

十
七
年
三
月
ま
で
に
新
設
合
併
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

協
議
会
に
は
、
委
員
、
幹
事
会
メ
ン
バ

ー
、
事
務
局
職
員
な
ど
約
七
十
人
が
出
席

し
、
会
長
の
柳
田
市
長
か
ら
委
員
一
人
ひ

と
り
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
会
議
で
は
、「
合
併
後
の
自
治

体
の
名
称
と
事
務
所
の
位
置
」「
財
産
の

取
り
扱
い
」
と
い
っ
た
基
本
的
事
項
の
ほ

か
、「
新
市
建
設
計
画
」「
議
員
の
定
数
・

任
期
」「
農
業
委
員
の
定
数
・
任
期
」「
住

所
表
示
」「
補
助
金
・
交
付
金
等
」「
各
種

事
務
事
業
の
取
り
扱
い
」
等
々
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
会
議

は
原
則
と
し
て
、
毎
月
第
三
木
曜
日
に
同

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
協
議

さ
れ
た
内
容
は
、
役
場
ま
た
は
協
議
会
事

務
局
窓
口
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
全
戸
配

布
さ
れ
る
「
協
議
会
だ
よ
り
」
や
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は

http://w
w
w
.hy8-gappei.jp/

で
す
。

15.2.1 広報ひがしゆり　2

法
定
合
併
協
議
会
が
発
足

本
荘
由
利
一
市
七
町

十
七
年
三
月
ま
で
の
新
市
目
指
す

本
町
を
含
む
本
荘
由
利
一
市
七
町
の
合
併
協
議
会
（
法
定
協
議
会
）
が
一
月
十
五

日
に
発
足
。
同
日
、
八
市
町
長
協
議
会
が
本
荘
由
利
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

正
副
会
長
の
選
任
の
ほ
か
、
協
議
会
規
約
や
幹
事
会
設
置
要
領
、
事
務
局
規
程
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

▲本荘由利1市7町の合併に向けて法定協事務局の看板を設置する8市町の首長

▲委員には会長の柳田弘・本荘市長から委嘱状が
交付された

第
一
回
法
定
協
開
催

合
併
方
式
は

「
新
設
合
併
」に



第
一
回
議
会
臨
時
会
が
一
月
十
四
日
に

招
集
さ
れ
、「
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併

協
議
会
」
の
設
置
案
と
一
般
会
計
補
正
予

算
案
の
二
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
一
般
会
計
の

歳
入
歳
出
予
算
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
八
万

四
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
五
十
一

億
四
千
八
百
二
万
六
千
円
と
し
た
も
の
。

追
加
と
な
っ
た
歳
出
補
正
予
算
の
内
訳
は

本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
分
担

金
。

3 広報ひがしゆり　15.2.1

法
定
協
設
置
案
を
可
決

第
一
回
議
会
臨
時
会

一
月
十
四
日
招
集

（
平
成
十
五
年
一
月
十
五
日
付
）

【
企
画
課
】

▽
企
画
課
長
兼
企
画
振
興
係
長
（
企
画
課

長
）
小
松
慶
悦

【
派
遣
】

▽
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
事
務

局
（
企
画
振
興
係
長
）
遠
藤
晃

（
平
成
十
五
年
一
月
二
十
日
付
）

【
総
務
課
】

▽
総
務
課
長
（
総
務
課
長
兼
財
政
係
長
）

畠
山
基
保

▽
財
政
係
長
（
庁
舎
建
設
係
長
）
高
橋
重

保【庁
舎
建
設
室
】

▽
主
幹
兼
庁
舎
建
設
室
長
兼
庁
舎
建
設
係

長
（
主
幹
兼
庁
舎
建
設
室
長
）
伊
東
正
志

人
　
事
　
異
　
動

一
月
六
日
は
御
用
始
め
。
役
場
は
三
月
の

年
度
決
算
で
す
が
、
新
年
は
仕
事
始
め
の
式

が
あ
り
ま
す
。
式
で
は
、「
世
界
で
は
ア
メ

リ
カ
連
合
軍
の
イ
ラ
ク
攻
撃
が
い
つ
か
と
緊

張
し
て
い
る
し
、
日
本
は
デ
フ
レ
下
で
の
経

済
不
況
の
出
口
が
見
え
な
い
し
と
、
今
年
も

我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
こ
と
で

す
。
ま
た
市
町
村
合
併
の
協
議
も
進
ん
で
い

き
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
行
政
の
拠
点
と
な
る
べ
く
役
場
庁
舎
の

改
築
機
能
の
移
転
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し

た
。
こ
の
新
し
い
革
袋
で
気
分
を
一
新
し
、

多
岐
に
わ
た
る
行
政
課
題
に
懸
命
に
取
り
組

め
る
良
い
一
年
に
し
て
い
き
た
い
。
た
め
に

も
自
分
自
身
の
健
康
も
大
事
な
こ
と
。
有

限
の
命
、
寿
命
は
あ
る
に
し
て
も
で
き
る

努
力
は
し
て
い
こ
う
。」
と
職
員
に
訓
示

し
ま
し
た
。

同
日
、
町
商
工
会
主
催
の
名
刺
交
換
会

を
、
定
例
会
場
の
有
鄰
館
で
は
な
く
新
庁

舎
の
お
披
露
目
も
か
ね
て
二
階
の
会
議
室

で
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
集
ま
り
の

皆
さ
ん
に
お
神
酒
で
清
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
、「
げ
ん
き
館
」
で
出
初
式

が
あ
り
、
石
山
地
方
部
長
さ
ん
は
じ
め
ご
来

賓
多
数
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
と
共
に
今
年
こ

そ
は
と
無
火
災
を
祈
念
し
ま
し
た
。

十
四
日
、
新
庁
舎
で
の
初
議
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
の
合
併
を

目
指
す
一
市
七
町
の
合
併
協
議
会
設
置
の
議

決
を
お
願
い
す
る
も
の
で
し
た
。
賛
成
・
反

対
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
賛

成
論
・
反
対
論
と
も
立
派
な
ご
意
見
で
緊
張

し
て
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

意
見
を
十
分
心
に
と
め
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

協
議
会
に
臨
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。二

十
一
日
に
は
第
一
回
合
併
協
議
会
が
広

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
各
市

町
か
ら
五
人
ず
つ
、
県
か
ら
一
人
の
計
四
十

一
人
の
協
議
会
で
す
。
我
が
町
か
ら
は
議
会

か
ら
二
人
、「
山
紫
水
明
の
里
」
を
代
表
す

る
方
、「
あ
き
た
こ
ま
ち
と
由
利
牛
の
里
」

を
代
表
す
る
方
と
私
の
五
人
が
こ
の
協
議
会

に
参
加
し
ま
す
。
月
に
一
回
開
会
し
、
新
し

い
一
市
七
町
の
建
設
計
画
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。
席
上
、「
い
よ
い
よ
合
併
に
向

け
て
の
論
議
が
始
ま
り
ま
す
。
未
知
の
新

し
い
行
政
体
を
造
る
た
め
、
楽
し
く
論
議

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
申
し
上
げ
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
そ
う
い
う
協
議
会
に
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

分
館
主
催
の
新
春
町
政
座
談
会
で
も
合

併
論
議
が
大
き
な
話
題
で
し
た
。
メ
リ
ッ

ト
も
心
配
さ
れ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す

が
、
大
き
な
不
安
の
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

論
議
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

雪
本
番
の
二
月
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時

期
、
除
雪
車
が
通
っ
た
後
の
道
路
は
テ
カ
テ

カ
で
、
転
ん
で
思
わ
ぬ
事
故
に
あ
っ
た
と
い

う
話
を
聞
き
ま
す
。
人
に
は
、
あ
い
さ
つ
が

わ
り
に
「
転
ば
な
い
よ
う
に
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、自
分
で
転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

幸
い
無
事
で
し
た
が
、
ど
う
ぞ
お
気
を
つ
け

く
だ
さ
い
。
無
事
故
の
二
月
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
祈
念
し
て
。

本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
は
、

地
方
自
治
法
と
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
、

一
月
十
四
日
各
市
町
議
会
で
の
設
置
議
案

可
決
を
受
け
た
も
の
で
、
県
内
で
は
仁
賀

保
・
金
浦
・
象
潟
三
町
に
次
い
で
二
番
目

の
発
足
と
な
り
ま
す
。

市
町
長
協
議
会
で
は
全
八
市
町
長
が
協

議
会
規
約
や
協
議
事
項
、
予
算
案
な
ど
を

確
認
。
会
長
に
は
柳
田
弘
・
本
荘
市
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
副
会
長
は
七
町
長
が

そ
れ
ぞ
れ
務
め
る
こ
と
と
し
、
会
長
の
職

務
代
理
者
に
は
由
利
郡
町
村
会
長
の
佐
々

木
秀
綱
・
大
内
町
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
八
市
町
長
が
協
議
書
に
署

名
・
押
印
し
た
後
、
会
長
の
柳
田
市
長
が

各
市
町
の
助
役
・
担
当
課
長
に
幹
事
会
の

委
嘱
状
を
交
付
。
各
市
町
か
ら
派
遣
さ
れ

た
事
務
局
職
員
に
は
辞
令
を
手
渡
し
ま
し

た
。そ

の
後
の
記
者
会
見
で
は
、
柳
田
市
長

が
「
新
し
い
世
紀
に
即
応
し
た
力
を
つ
け

る
こ
と
が
大
切
。
周
辺
地
域
の
声
に
耳
を

傾
け
、
互
い
に
地
域
エ
ゴ
を
か
な
ぐ
り
捨

て
て
合
併
に
臨
み
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

ま
た
、
阿
部
幸
悦
町
長
は
「
一
市
十
町

の
合
併
が
理
想
だ
っ
た
が
、
情
熱
を
込
め

て
淡
々
と
協
議
会
に
臨
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
は
各
市
町
の
首
長
、
議
長
、

議
員
一
人
、
住
民
代
表
二
人
、
石
山
修
・

県
由
利
地
方
部
長
の
計
四
十
一
人
で
構
成

さ
れ
、
本
町
か
ら
は
阿
部
町
長
、
遠
藤
忠

平
議
会
議
長
、
小
松
義
嗣
副
議
長
、
長
谷

山
光
さ
ん
（
石
高
）、
金
子
拓
雄
さ
ん

（
新
町
）の
五
人
が
委
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
月
二
十
一
日
に
は
、「
第
一
回
本
荘

由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
」
が
本
荘
由

利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
平
成

十
七
年
三
月
ま
で
に
新
設
合
併
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

協
議
会
に
は
、
委
員
、
幹
事
会
メ
ン
バ

ー
、
事
務
局
職
員
な
ど
約
七
十
人
が
出
席

し
、
会
長
の
柳
田
市
長
か
ら
委
員
一
人
ひ

と
り
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
会
議
で
は
、「
合
併
後
の
自
治

体
の
名
称
と
事
務
所
の
位
置
」「
財
産
の

取
り
扱
い
」
と
い
っ
た
基
本
的
事
項
の
ほ

か
、「
新
市
建
設
計
画
」「
議
員
の
定
数
・

任
期
」「
農
業
委
員
の
定
数
・
任
期
」「
住

所
表
示
」「
補
助
金
・
交
付
金
等
」「
各
種

事
務
事
業
の
取
り
扱
い
」
等
々
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
会
議

は
原
則
と
し
て
、
毎
月
第
三
木
曜
日
に
同

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
協
議

さ
れ
た
内
容
は
、
役
場
ま
た
は
協
議
会
事

務
局
窓
口
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
全
戸
配

布
さ
れ
る
「
協
議
会
だ
よ
り
」
や
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は

http://w
w
w
.hy8-gappei.jp/

で
す
。
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会
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で
開
か
れ
、

正
副
会
長
の
選
任
の
ほ
か
、
協
議
会
規
約
や
幹
事
会
設
置
要
領
、
事
務
局
規
程
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

▲本荘由利1市7町の合併に向けて法定協事務局の看板を設置する8市町の首長

▲委員には会長の柳田弘・本荘市長から委嘱状が
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第
一
回
法
定
協
開
催

合
併
方
式
は

「
新
設
合
併
」に
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新庁舎に展示されている寄贈品の�
一部を紹介します。�

▲林美光様寄贈（秋田市）�
　ご本人作�
　「名牛　栃錦」�

�吉尾芳郎様寄贈�
　（本荘市）�
　ご本人作「生生」�

せいせい�

▼伊東実様寄贈�
　（本荘市在住・蔵新田出身）�
　ご本人作�
　「萌　ふるさと」�

�木島敏夫様寄贈�
　（本荘市在住・大台出身）�
　吉尾芳郎氏作�
　「コーランの響く朝」�

�佐藤忠一郎様寄贈�
　（習志野市在住�
　　・高屋出身）�
　振り子大時計�

�柴田富一郎様寄贈�
　（相模原市在住・野田出身）�
　ご本人作�
　「雨の漁港」�

�秋田ルビコン株式会社�
　（代表取締社長�
　　　登内英夫）様寄贈�
　野溝嘉彦氏作�
　「冬の伊那路」�

▲佐々木青洋様寄贈�
　（本荘市在住・蔵出身）�
　ご本人作「オーロラの歌１」� 仕

事
始
め
の
式
で
、
阿
部
町
長

は
職
員
に
対
し
、「
長
引
く
経
済

不
況
や
緊
迫
す
る
世
界
情
勢
な
ど

我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
今
年

は
市
町
村
合
併
の
協
議
も
進
み
、

昨
年
以
上
に
忙
し
い
年
と
な
る

が
、
町
民
の
大
き
な
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
・
役
割
を
も
っ
て
、
新
し
い
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
業
務
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
訓
示
し
ま
し

た
。新

庁
舎
で
は
、
こ
れ
ま
で
台
山

で
事
務
を
行
っ
て
い
た
教
育
委
員

会
も
一
緒
に
入
り
、
町
民
の
利
便

性
の
向
上
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

正
面
入
口
に
は
総
合
案
内
を
配

置
し
、
窓
口
の
案
内
サ
ー
ビ
ス
に

も
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
庁
舎
の
竣
工
を
記
念

し
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
美
術
品

や
振
り
子
時
計
な
ど
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

絵
画
や
書
な
ど
の
寄
贈
品
は
待

合
い
ロ
ビ
ー
や
応
接
室
な
ど
に
展

示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

寄
贈
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
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世
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取
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。
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れ
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取
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し
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台
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緒
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入
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町
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。
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。
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だ
さ
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。
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さ
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方
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と
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で
す
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が
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画
は
。

Ａ

野
田
か
ら
若
宮
橋
ま
で
管
工

事
を
施
工
済
み
。
県
の
舗
装
工
事

が
発
注
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
小

倉
地
内
に
つ
い
て
管
工
事
を
同
時

施
工
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
後

日
説
明
会
を
開
催
し
た
い
。

Ｑ
　
除
雪
の
際
、
民
家
・
車
庫
な

ど
の
前
に
雪
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

Ａ

作
業
時
間
・
作
業
距
離
か
ら

し
て
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
は
留
意
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。

Ｑ
　
優
秀
な
種
雄
牛
の
精
液
確
保

を
。

Ａ

現
在
、
東
由
利
独
自
の
精
液

確
保
策
を
持
っ
て
お
り
、
合
併
を

前
に
、
今
年
、
整
理
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
農
閑
期

に
も
実
施
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
た

い
。

Ｑ
　
八
塩
い
こ
い
の
森
周
辺
の
今

後
の
計
画
は
。

Ａ

一
応
の
整
備
は
終
わ
っ
た
と

考
え
て
い
る
が
、
今
持
っ
て
い
る

計
画
と
し
て
は
、
田
園
空
間
整
備

事
業
と
し
て
登
山
道
・
ト
イ
レ
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
事
項
と
し
て

い
る
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
国

体
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
種

目
に
、
ま
た
、
十
六
年
に
は
東

北
大
会
会
場
に
と
の
話
が
協
会

の
方
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
十
五
年
度
に

は
目
途
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

Ｑ
　
田
代
・
黒
渕
地
区
の
下
水
道

整
備
予
定
時
期
は
。

Ａ

現
在
施
工
中
の
蔵
・
法
内
地

区
の
次
に
大
琴
地
区
で
実
施
。
そ

の
次
に
田
代
・
黒
渕
地
区
を
計
画

し
て
お
り
、
早
け
れ
ば
平
成
十
九

年
か
二
十
年
度
に
な
る
の
で
は
。

そ
れ
以
前
に
と
な
れ
ば
、
合
併
処

理
浄
化
槽
整
備
事
業
を
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
。

Ｑ
　
高
齢
化
比
率
の
上
昇
に
伴

い
、
介
護
施
設
の
整
備
を
。

Ａ

本
荘
由
利
地
域
と
し
て
は
国

の
基
準
か
ら
し
て
特
養
の
増
設
は

認
め
ら
れ
な
い
状
況
。
既
存
の
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、
活
用

し
て
ほ
し
い
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
増
床
は
検
討
課
題
と
し
て

い
る
。

Ｑ
　
転
作
面
積
を
配
分
す
る
だ
け

で
な
く
、
加
工
処
理
・
販
売
外
、

換
金
推
進
・
支
援
策
も
進
め
る
べ

き
で
な
い
か
。
ま
た
、
川
上
の
米

と
川
下
の
米
で
は
味
・
質
と
も
に

川
上
の
方
が
良
い
と
言
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
点
を
強
調
し
た
差
別
化

商
品
の
Ｐ
Ｒ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
考

え
て
は
。

Ａ

一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
高
瀬
小
学
校
の
下
り
坂
が
冬

期
間
凍
結
し
て
危
険
な
の
で
歩
道

を
つ
け
て
ほ
し
い
。

Ａ

石
田
坂
橋
ま
で
の
間
に
つ
い

て
の
歩
道
整
備
構
想
を
持
ち
、
補

助
事
業
を
探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
凍
結
防
止
剤
散
布
車
を
回

し
て
対
応
し
た
い
。

Ｑ
　
岩
館
の
イ
チ
ョ
ウ
の
周
囲
に

ベ
ン
チ
な
ど
整
備
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

既
存
の
資
材
利
用
も
含
め
検

討
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
　
不
在
住
宅
な
ど
の
雪
下
ろ
し

を
町
に
お
願
い
し
た
い
。

Ａ

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
い
る
ス
ノ
ー
ヘ
ル
パ
ー
は
対
応

し
て
い
な
い
。
斡
旋
相
談
窓
口
に

つ
い
て
は
検
討
課
題
と
し
た
い
。

Ｑ
　
合
併
後
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り

分
館
活
動
は
で
き
る
か
。

Ａ

合
併
後
の
公
民
館
活
動
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
く

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様

の
支
援
を
し
て
い
く
。

Ｑ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
ち
上
げ
ま

で
、
役
場
で
事
務
局
的
対
応
を
や

っ
て
ほ
し
い
。

Ａ

立
ち
上
げ
ま
で
の
資
料
作
成

程
度
等
な
ら
可
能
か
。
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

Ｑ
　
旧
下
郷
中
学
校
周
辺
の
再
開

発
計
画
の
一
環
と
し
て
道
路
整
備

を
進
め
て
は
。

Ａ

今
後
の
開
発
整
備
計
画
の
際

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
合
併
前
に
流
雪
溝
の
水
量
不

足
の
問
題
を
解
決
し
て
ほ
し
い
。

具
体
的
に
は
揚
水
ポ
ン
プ
を
口
径

の
大
き
い
も
の
に
変
え
て
ほ
し

い
。

Ａ

ス
イ
ッ
チ
式
の
自
動
揚
水
ポ

ン
プ
を
単
独
で
整
備
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
他
地
区
の
融
雪
溝
整
備

要
望
も
あ
り
、
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

Ｑ
　
情
報
化
時
代
に
即
応
し
た
通

信
設
備
の
充
実
を
お
願
い
し
た

い
。

Ａ

携
帯
電
話
は
新
年
度
に
整
備

で
き
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

県
の
補
助
事
業
に
よ
っ
て
八
メ
ガ

か
ら
十
二
メ
ガ
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線

接
続
が
可
能
な
事
業
者
が
本
町
に

入
っ
て
き
て
お
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
な
ど
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
　
合
併
後
、
宅
地
分
譲
事
業
は

ど
う
な
る
。

Ａ

そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
く
。

Ｑ
　
大
琴
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ

ー
の
利
用
状
況
と
今
後
の
方
向

は
。

Ａ

二
階
部
分
は
県
の
埋
蔵
文
化

財
の
保
管
場
所
と
し
て
利
用
し
て

い
る
。
一
階
部
分
は
東
由
利
の
芸

術
文
化
・
文
化
財
の
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ
　
旧
大
琴
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
管
理
を
地
域
が
や
る
の
は
負

担
が
大
き
い
。

Ａ

グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
に
つ
い
て

は
地
元
に
お
願
い
し
た
い
。

7 広報ひがしゆり　15.2.1

住吉分館

蔵分館

宿分館

Ｑ
　
山
崎
児
童
会
館
の
改
修
を
。

Ａ

自
治
会
館
の
改
修
工
事
に
対

す
る
町
単
独
の
補
助
事
業
制
度
が

あ
り
、
議
会
と
も
協
議
し
な
が
ら

十
五
年
度
に
補
助
率
ア
ッ
プ
を
考

え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
町
道
新
田
線
の
拡
幅
改
良
の

推
進
と
十
五
年
度
に
調
査
費
等
の

予
算
計
上
を
。

Ａ

現
在
、
台
山
線
の
歩
道
整
備

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
次
に
補
助

制
度
を
取
り
入
れ
て
新
田
線
の
改

良
を
と
考
え
て
い
る
。
合
わ
せ
て

ル
ー
ト
変
更
に
つ
い
て
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
メ
タ
ダ
レ
沢
か
ら
の
水
路
整

備
と
と
も
に
新
田
地
内
に
流
雪
溝

の
整
備
を

Ａ

流
雪
溝
に
つ
い
て
は
水
の
確

保
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
鍵
。
ま

た
、
流
雪
溝
整
備
は
雪
の
や
り
場

の
な
い
と
こ
ろ
が
優
先
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。

Ｑ
　
国
道
三
九
八
号
改
良
の
進
捗

状
況
は
。

Ａ

町
境
付
近
か
ら
カ
ー
ブ
修
正

を
合
わ
せ
た
待
避
所
四
カ
所
を
整

備
す
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
お

り
、
今
年
度
二
カ
所
、
来
年
度
二

カ
所
整
備
す
る
。

Ｑ
　
大
石
沢
の
官
行
造
林
伐
採
跡

地
を
ど
う
す
る
。
植
林
は
し
な
い

の
か
。

Ａ

現
在
の
林
業
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
か
ら
し
て
杉
植
林
の
時
代

か
と
考
え
る
も
の
が
あ
る
。
大
石

神
社
周
囲
に
は
、
ブ
ナ
の
植
林
を

し
た
が
、
ほ
か
に
つ
い
て
植
林
は

ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
牧
道
へ
の
ド
カ
雪
に
よ
る
倒
木

被
害
等
が
あ
る
。
復
旧
に
か
か
る

助
成
策
等
は
な
い
か
。

Ａ

今
春
に
現
地
調
査
を
行
い
検

討
し
た
い
。

Ｑ
　
合
併
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
で
あ
り
、
良
し
悪

し
等
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
。

Ａ

地
方
分
権
・
少
子
高
齢
化
の

進
展
、
財
政
赤
字
・
構
造
改
革

等
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を

背
景
に
合
併
論
が
あ
る
。
特
例

法
の
期
限
切
れ
を
前
に
し
て
に
わ

か
に
活
発
化
し
て
き
た
も
の
。
心

配
が
何
も
な
い
と
い
う
よ
う
な
合

併
で
は
な
い
し
、
大
変
分
か
り
づ

ら
い
も
の
が
あ
る
が
、
合
併
は
新

し
い
枠
組
み
で
の
地
域
を
つ
く
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
レ
ベ
ル
を
低
下
さ
せ
な
い

た
め
に
ど
う
し
て
い
く
か
、
こ
れ

か
ら
議
論
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。

Ｑ
　
旧
庁
舎
解
体
後
の
跡
地
利
用

計
画
は
。

Ａ

土
地
に
つ
い
て
は
老
方
部
落

か
ら
寄
付
を
受
け
た
経
緯
も
あ

り
、
跡
地
に
つ
い
て
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
車
庫
・
除
雪
セ
ン
タ
ー
・
共

済
組
合
立
ち
寄
り
所
な
ど
が
あ

り
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
冬
期
除
雪
対
策
に
つ
い
て
、

き
ち
ん
と
し
た
道
筋
を
つ
け
て
ほ

し
い
。

Ａ

除
雪
レ
ベ
ル
が
低
下
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
態
勢
等
に
つ
い

て
は
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

Ｑ
　
合
併
後
も
町
政
座
談
会
は
行

わ
れ
る
の
か
。

Ａ

時
期
は
別
に
し
て
、
合
併
後

も
こ
う
し
た
会
は
継
続
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
現
在
、
高
瀬
小
と
八
塩
小
が

あ
る
が
、
児
童
数
の
減
少
が
続
く

中
で
、
将
来
の
構
想
は
あ
る
の

か
。

Ａ

当
分
の
間
は
小
学
校
二
校
、

中
学
校
一
校
で
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
流
雪
溝
揚
水
ポ
ン
プ
の
電
気

料
金
は
地
元
負
担
か
。

Ａ

基
本
料
金
は
町
。
使
用
料
は

地
元
利
用
者
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
合
併
し
て
も
こ
の
制
度
は
継

続
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

Ｑ
　
岩
館
バ
イ
パ
ス
完
成
に
合
わ

せ
、
小
倉
ま
で
羽
後
交
通
バ
ス
の

運
行
路
線
新
設
を
。

Ａ

バ
ス
利
用
者
の
減
少
と
い
う

現
実
か
ら
し
て
、
新
規
路
線
開
設

は
難
し
い
状
況
。
規
制
緩
和
に
よ

っ
て
可
能
と
な
っ
た
ス
ク
ー
ル
バ

ス
へ
の
同
乗
と
い
う
形
で
対
応
を

と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
　
完
全
学
校
週
五
日
制
に
よ
っ

て
学
力
低
下
が
な
い
か
。

Ａ

実
施
後
一
年
未
満
で
あ
り
、

正
確
な
デ
ー
タ
は
ま
だ
な
い
。
三

年
前
か
ら
本
荘
市
由
利
郡
の
校
長

会
で
学
力
向
上
対
策
に
努
め
て
い

る
。

Ｑ
　
法
内
地
区
の
今
年
の
下
水
計
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阿
部
幸
悦
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
町
当
局
が
直
接
地
域
に
出
向

き
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
町
政
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
新
春
町
政

座
談
会
」
が
一
月
七
日
か
ら
町
公
民
館
分
館
主
催
で
開
か
れ
、
町

の
課
題
や
町
の
将
来
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。各
会
場
で
話
し
合
わ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

玉米分館

老方分館

法内分館



画
は
。

Ａ

野
田
か
ら
若
宮
橋
ま
で
管
工

事
を
施
工
済
み
。
県
の
舗
装
工
事

が
発
注
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
小

倉
地
内
に
つ
い
て
管
工
事
を
同
時

施
工
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
後

日
説
明
会
を
開
催
し
た
い
。

Ｑ
　
除
雪
の
際
、
民
家
・
車
庫
な

ど
の
前
に
雪
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

Ａ

作
業
時
間
・
作
業
距
離
か
ら

し
て
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
は
留
意
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。

Ｑ
　
優
秀
な
種
雄
牛
の
精
液
確
保

を
。

Ａ

現
在
、
東
由
利
独
自
の
精
液

確
保
策
を
持
っ
て
お
り
、
合
併
を

前
に
、
今
年
、
整
理
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
農
閑
期

に
も
実
施
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
た

い
。

Ｑ
　
八
塩
い
こ
い
の
森
周
辺
の
今

後
の
計
画
は
。

Ａ

一
応
の
整
備
は
終
わ
っ
た
と

考
え
て
い
る
が
、
今
持
っ
て
い
る

計
画
と
し
て
は
、
田
園
空
間
整
備

事
業
と
し
て
登
山
道
・
ト
イ
レ
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
事
項
と
し
て

い
る
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
国

体
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
種

目
に
、
ま
た
、
十
六
年
に
は
東

北
大
会
会
場
に
と
の
話
が
協
会

の
方
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
十
五
年
度
に

は
目
途
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

Ｑ
　
田
代
・
黒
渕
地
区
の
下
水
道

整
備
予
定
時
期
は
。

Ａ

現
在
施
工
中
の
蔵
・
法
内
地

区
の
次
に
大
琴
地
区
で
実
施
。
そ

の
次
に
田
代
・
黒
渕
地
区
を
計
画

し
て
お
り
、
早
け
れ
ば
平
成
十
九

年
か
二
十
年
度
に
な
る
の
で
は
。

そ
れ
以
前
に
と
な
れ
ば
、
合
併
処

理
浄
化
槽
整
備
事
業
を
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
。

Ｑ
　
高
齢
化
比
率
の
上
昇
に
伴

い
、
介
護
施
設
の
整
備
を
。

Ａ

本
荘
由
利
地
域
と
し
て
は
国

の
基
準
か
ら
し
て
特
養
の
増
設
は

認
め
ら
れ
な
い
状
況
。
既
存
の
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、
活
用

し
て
ほ
し
い
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
増
床
は
検
討
課
題
と
し
て

い
る
。

Ｑ
　
転
作
面
積
を
配
分
す
る
だ
け

で
な
く
、
加
工
処
理
・
販
売
外
、

換
金
推
進
・
支
援
策
も
進
め
る
べ

き
で
な
い
か
。
ま
た
、
川
上
の
米

と
川
下
の
米
で
は
味
・
質
と
も
に

川
上
の
方
が
良
い
と
言
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
点
を
強
調
し
た
差
別
化

商
品
の
Ｐ
Ｒ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
考

え
て
は
。

Ａ

一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
高
瀬
小
学
校
の
下
り
坂
が
冬

期
間
凍
結
し
て
危
険
な
の
で
歩
道

を
つ
け
て
ほ
し
い
。

Ａ

石
田
坂
橋
ま
で
の
間
に
つ
い

て
の
歩
道
整
備
構
想
を
持
ち
、
補

助
事
業
を
探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
凍
結
防
止
剤
散
布
車
を
回

し
て
対
応
し
た
い
。

Ｑ
　
岩
館
の
イ
チ
ョ
ウ
の
周
囲
に

ベ
ン
チ
な
ど
整
備
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

既
存
の
資
材
利
用
も
含
め
検

討
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
　
不
在
住
宅
な
ど
の
雪
下
ろ
し

を
町
に
お
願
い
し
た
い
。

Ａ

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
い
る
ス
ノ
ー
ヘ
ル
パ
ー
は
対
応

し
て
い
な
い
。
斡
旋
相
談
窓
口
に

つ
い
て
は
検
討
課
題
と
し
た
い
。

Ｑ
　
合
併
後
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り

分
館
活
動
は
で
き
る
か
。

Ａ

合
併
後
の
公
民
館
活
動
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
く

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様

の
支
援
を
し
て
い
く
。

Ｑ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
ち
上
げ
ま

で
、
役
場
で
事
務
局
的
対
応
を
や

っ
て
ほ
し
い
。

Ａ

立
ち
上
げ
ま
で
の
資
料
作
成

程
度
等
な
ら
可
能
か
。
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

Ｑ
　
旧
下
郷
中
学
校
周
辺
の
再
開

発
計
画
の
一
環
と
し
て
道
路
整
備

を
進
め
て
は
。

Ａ

今
後
の
開
発
整
備
計
画
の
際

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
合
併
前
に
流
雪
溝
の
水
量
不

足
の
問
題
を
解
決
し
て
ほ
し
い
。

具
体
的
に
は
揚
水
ポ
ン
プ
を
口
径

の
大
き
い
も
の
に
変
え
て
ほ
し

い
。

Ａ

ス
イ
ッ
チ
式
の
自
動
揚
水
ポ

ン
プ
を
単
独
で
整
備
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
他
地
区
の
融
雪
溝
整
備

要
望
も
あ
り
、
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

Ｑ
　
情
報
化
時
代
に
即
応
し
た
通

信
設
備
の
充
実
を
お
願
い
し
た

い
。

Ａ

携
帯
電
話
は
新
年
度
に
整
備

で
き
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

県
の
補
助
事
業
に
よ
っ
て
八
メ
ガ

か
ら
十
二
メ
ガ
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線

接
続
が
可
能
な
事
業
者
が
本
町
に

入
っ
て
き
て
お
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
な
ど
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
　
合
併
後
、
宅
地
分
譲
事
業
は

ど
う
な
る
。

Ａ

そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
く
。

Ｑ
　
大
琴
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ

ー
の
利
用
状
況
と
今
後
の
方
向

は
。

Ａ

二
階
部
分
は
県
の
埋
蔵
文
化

財
の
保
管
場
所
と
し
て
利
用
し
て

い
る
。
一
階
部
分
は
東
由
利
の
芸

術
文
化
・
文
化
財
の
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ
　
旧
大
琴
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
管
理
を
地
域
が
や
る
の
は
負

担
が
大
き
い
。

Ａ

グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
に
つ
い
て

は
地
元
に
お
願
い
し
た
い
。
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蔵分館

宿分館

Ｑ
　
山
崎
児
童
会
館
の
改
修
を
。

Ａ

自
治
会
館
の
改
修
工
事
に
対

す
る
町
単
独
の
補
助
事
業
制
度
が

あ
り
、
議
会
と
も
協
議
し
な
が
ら

十
五
年
度
に
補
助
率
ア
ッ
プ
を
考

え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
町
道
新
田
線
の
拡
幅
改
良
の

推
進
と
十
五
年
度
に
調
査
費
等
の

予
算
計
上
を
。

Ａ

現
在
、
台
山
線
の
歩
道
整
備

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
次
に
補
助

制
度
を
取
り
入
れ
て
新
田
線
の
改

良
を
と
考
え
て
い
る
。
合
わ
せ
て

ル
ー
ト
変
更
に
つ
い
て
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
メ
タ
ダ
レ
沢
か
ら
の
水
路
整

備
と
と
も
に
新
田
地
内
に
流
雪
溝

の
整
備
を

Ａ

流
雪
溝
に
つ
い
て
は
水
の
確

保
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
鍵
。
ま

た
、
流
雪
溝
整
備
は
雪
の
や
り
場

の
な
い
と
こ
ろ
が
優
先
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。

Ｑ
　
国
道
三
九
八
号
改
良
の
進
捗

状
況
は
。

Ａ

町
境
付
近
か
ら
カ
ー
ブ
修
正

を
合
わ
せ
た
待
避
所
四
カ
所
を
整

備
す
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
お

り
、
今
年
度
二
カ
所
、
来
年
度
二

カ
所
整
備
す
る
。

Ｑ
　
大
石
沢
の
官
行
造
林
伐
採
跡

地
を
ど
う
す
る
。
植
林
は
し
な
い

の
か
。

Ａ

現
在
の
林
業
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
か
ら
し
て
杉
植
林
の
時
代

か
と
考
え
る
も
の
が
あ
る
。
大
石

神
社
周
囲
に
は
、
ブ
ナ
の
植
林
を

し
た
が
、
ほ
か
に
つ
い
て
植
林
は

ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
牧
道
へ
の
ド
カ
雪
に
よ
る
倒
木

被
害
等
が
あ
る
。
復
旧
に
か
か
る

助
成
策
等
は
な
い
か
。

Ａ

今
春
に
現
地
調
査
を
行
い
検

討
し
た
い
。

Ｑ
　
合
併
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
で
あ
り
、
良
し
悪

し
等
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
。

Ａ

地
方
分
権
・
少
子
高
齢
化
の

進
展
、
財
政
赤
字
・
構
造
改
革

等
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を

背
景
に
合
併
論
が
あ
る
。
特
例

法
の
期
限
切
れ
を
前
に
し
て
に
わ

か
に
活
発
化
し
て
き
た
も
の
。
心

配
が
何
も
な
い
と
い
う
よ
う
な
合

併
で
は
な
い
し
、
大
変
分
か
り
づ

ら
い
も
の
が
あ
る
が
、
合
併
は
新

し
い
枠
組
み
で
の
地
域
を
つ
く
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
レ
ベ
ル
を
低
下
さ
せ
な
い

た
め
に
ど
う
し
て
い
く
か
、
こ
れ

か
ら
議
論
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。

Ｑ
　
旧
庁
舎
解
体
後
の
跡
地
利
用

計
画
は
。

Ａ

土
地
に
つ
い
て
は
老
方
部
落

か
ら
寄
付
を
受
け
た
経
緯
も
あ

り
、
跡
地
に
つ
い
て
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
車
庫
・
除
雪
セ
ン
タ
ー
・
共

済
組
合
立
ち
寄
り
所
な
ど
が
あ

り
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
冬
期
除
雪
対
策
に
つ
い
て
、

き
ち
ん
と
し
た
道
筋
を
つ
け
て
ほ

し
い
。

Ａ

除
雪
レ
ベ
ル
が
低
下
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
態
勢
等
に
つ
い

て
は
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

Ｑ
　
合
併
後
も
町
政
座
談
会
は
行

わ
れ
る
の
か
。

Ａ

時
期
は
別
に
し
て
、
合
併
後

も
こ
う
し
た
会
は
継
続
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
現
在
、
高
瀬
小
と
八
塩
小
が

あ
る
が
、
児
童
数
の
減
少
が
続
く

中
で
、
将
来
の
構
想
は
あ
る
の

か
。

Ａ

当
分
の
間
は
小
学
校
二
校
、

中
学
校
一
校
で
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
流
雪
溝
揚
水
ポ
ン
プ
の
電
気

料
金
は
地
元
負
担
か
。

Ａ

基
本
料
金
は
町
。
使
用
料
は

地
元
利
用
者
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
合
併
し
て
も
こ
の
制
度
は
継

続
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

Ｑ
　
岩
館
バ
イ
パ
ス
完
成
に
合
わ

せ
、
小
倉
ま
で
羽
後
交
通
バ
ス
の

運
行
路
線
新
設
を
。

Ａ

バ
ス
利
用
者
の
減
少
と
い
う

現
実
か
ら
し
て
、
新
規
路
線
開
設

は
難
し
い
状
況
。
規
制
緩
和
に
よ

っ
て
可
能
と
な
っ
た
ス
ク
ー
ル
バ

ス
へ
の
同
乗
と
い
う
形
で
対
応
を

と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
　
完
全
学
校
週
五
日
制
に
よ
っ

て
学
力
低
下
が
な
い
か
。

Ａ

実
施
後
一
年
未
満
で
あ
り
、

正
確
な
デ
ー
タ
は
ま
だ
な
い
。
三

年
前
か
ら
本
荘
市
由
利
郡
の
校
長

会
で
学
力
向
上
対
策
に
努
め
て
い

る
。

Ｑ
　
法
内
地
区
の
今
年
の
下
水
計
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阿
部
幸
悦
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
町
当
局
が
直
接
地
域
に
出
向

き
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
町
政
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
新
春
町
政

座
談
会
」
が
一
月
七
日
か
ら
町
公
民
館
分
館
主
催
で
開
か
れ
、
町

の
課
題
や
町
の
将
来
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。各
会
場
で
話
し
合
わ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

玉米分館

老方分館

法内分館



公
社
を
通
じ
て
農
地
を
売
買
・

賃
貸
す
る
と
、
農
地
の
出
し
手
・

受
け
手
の
双
方
に
次
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
「
買
入
協
議
制
度
」
に
よ
っ
て

農
地
を
売
却
す
る
場
合
、
譲
渡
所

得
が
一
千
五
百
万
円
ま
で
控
除
さ

れ
ま
す
。（
通
常
は
八
百
万
円
）

②
認
定
農
業
者
が
制
度
資
金
（
農

業
プ
ロ
パ
ー
資
金
含
む
）
を
借
り

入
れ
て
公
社
か
ら
農
地
を
取
得
す

る
場
合
、「
規
模
拡
大
助
成
金
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。（
十
㌃
当
た

り
二
万
円
を
五
年
か
ら
八
年
間
継

続
交
付
）

③
認
定
農
業
者
の
方
が
希
望
す
る

場
合
、
公
社
が
買
い
入
れ
た
農
地

を
四
耕
作
ま
で
の
期
間
で
「
一
時

貸
付
」
を
受
け
、
そ
の
後
に
取
得

で
き
ま
す
。
期
間
中
の
小
作
料
の

二
分
の
一
は
、
農
地
の
買
受
け
時

に
半
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

④
農
業
者
年
金
を
受
給
す
る
た
め

公
社
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
場

合
、「
加
算
付
年
金
」
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
公
社
に
経
営
移
譲

の
「
や
り
直
し
」
を
行
え
ば
そ
の

時
点
か
ら
「
加
算
付
年
金
」
を
受

給
で
き
ま
す
。

公
社
を
利
用
し
て
規
模
拡
大
を

図
っ
た
認
定
農
業
者
は
、
農
業
機

械
を
リ
ー
ス
（
５
年
間
）
で
き
ま

す
。
リ
ー
ス
対
象
と
な
る
の
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
機
・
コ
ン
バ

イ
ン
・
乾
燥
機
の
四
種
（
新
品
）

で
、
付
属
品
（
一
品
）
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
新
規
の
規
模
拡
大
が
必
要
で
す
。

公
社
を
利
用
し
た
売
買
ま
た
は

賃
借
に
よ
っ
て
、「
あ
っ
せ
ん
基

準
面
積
」
の
二
分
の
一
（
一
二
五

�
）以
上
を
新
た
に
拡
大
し
、か
つ

五
・
四
�
以
上
の
経
営
規
模
（
自

作
地
＋
借
入
地
＋
新
規
拡
大
地
）

に
到
達
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
機
械
メ
ー
カ
ー
、
機
種
、
規

格
等
に
つ
い
て
は
、
農
家
が
選

定
で
き
ま
す
。

③
希
望
す
る
機
械
の
規
格
に
見

合
う
作
業
面
積
が
必
要
で
す
。

各
規
格（
馬
力
・
条
数
・
刃
幅
）

毎
に
作
業
面
積
の
基
準
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
ク
リ
ア
ー
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

規
模
拡
大
の
大
き
な
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
て
い
る
農
作
業
受
託
に
つ

い
て
、
一
定
面
積
以
上
を
受
託
す

る
担
い
手
や
生
産
組
織
に
対
し
、

三
年
ま
た
は
五
年
分
に
相
当
す
る

作
業
料
金
を
無
利
子
で
一
括
融
資

し
ま
す
。

資
金
の
借
り
換
え
や
、
運
転
資

金
の
調
達
な
ど
経
営
の
改
善
に
役

立
ち
ま
す
。

①
受
託
面
積
の
要
件

個
人
担
い
手
は
一
・
二
�
、

生
産
組
織
は
四
�
以
上
の
受
託
が

必
要
で
す
。（
書
面
に
よ
る
契
約
）

②
受
託
作
業
の
要
件

同
一
ほ
場
に
お
い
て
、
基
幹
的

作
業
を
三
種
以
上
受
託
し
て
く

だ
さ
い
。

③
融
資
の
条
件

（
融
資
額
）
年
間
受
託
料
×
三

年
分
、
認
定
農
業
者
は
五

年
分
ま
で

（
利
　
率
）
無
利
子

（
償
　
還
）
三
年
分
ま
た
は
五

年
の
均
等
年
賦
償
還

（
担
　
保
）
連
帯
保
証
人

（
融
資
時
期
）
六
月
末
と
九
月

末

④
再
融
資
の
条
件

同
一
農
地
へ
の
再
融
資
を
一
回

に
限
り
行
え
ま
す
。（
面
積
が
初

回
の
三
割
増
の
場
合
に
限
定
）
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秋
田
県
農
業
公
社
で
は
、
農
業
の
規
模
を
拡
大
し
、

農
家
の
経
営
改
善
を
支
援
す
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
知
っ
て
得
す

る
公
社
事
業
」に
つ
い
て
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
地
売
買
・
賃
貸
事
業
の

メ
リ
ッ
ト

機
械
リ
ー
ス
で

コ
ス
ト
の
節
減

作
業
料
金
の
前
払
融
資
で

経
営
改
善
！

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会

�
６
９
ー
２
１
９
７

申
告
に
必
要
な
書
類

【
給
与
収
入
や
年
金
収
入
の
あ

る
人
】

源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年

金
）

【
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
（
不

動
産
貸
付
を
含
む
）】

収
入
、経
費
が
分
か
る
帳
簿
や
、

領
収
書
、
通
帳
、
精
算
書
な
ど
。

(

帳
簿
が
な
い
場
合
は
、
項
目
ご

と
に
合
計
し
て
く
だ
さ
い
。)

【
農
家
】

①
所
得
標
準
で
申
告
す
る
中
、
小

規
模
農
家

農
業
事
前
調
査
書
を
提
出
し
て

い
な
い
場
合
は
、
事
前
調
査
書
に

記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
収
支
計
算
で
申
告
す
る
農
家

（
水
稲
２
�
以
上
作
付
、
葉
た
ば

こ
生
産
農
家
を
含
む
）

農
業
所
得
計
算
ノ
ー
ト
に
記
入

し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
収

入
や
経
費
が
分
か
る
精
算
書
、
通

帳
、
領
収
書
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

保
険
の
満
期
、
土
地
建
物
等
の

売
却
、
立
木
の
売
却
な
ど
の
収
入

が
あ
っ
た
人
は
、
収
入
額
や
、
売

却
な
ど
に
伴
っ
て
支
払
っ
た
登
記

費
用
な
ど
、
経
費
金
額
の
分
か
る

書
類
が
必
要
で
す
。

《
一
般
的
な
も
の
》

印
鑑
、
生
命
保
険
料
・
損
害
保

険
料
の
控
除
証
明
書
、
医
療
費
の

領
収
書
、寄
付
金
の
領
収
書
な
ど
。

扶
養
家
族
の
う
ち
、
大
学
生
な

ど
で
住
所
が
町
内
に
な
い
場
合

は
、
税
務
課
で
は
把
握
で
き
な
い

の
で
、
申
告
の
と
き
に
忘
れ
ず
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
資
金
の
借
入
が
あ
っ
た
人

は
、
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
該
当
す
る
場
合
は
添
付
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

申
告
相
談
に
都
合
が
つ
か
な

く
、
指
定
以
外
の
会
場
で
受
付
さ

れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な

お
、
税
務
署
で
受
付
さ
れ
る
方
は

案
内
通
知
な
ど
で
日
程
な
ど
確
認

の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
書
は
郵
送
で
も
提

出
で
き
ま
す
。
税
務
署
へ
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人

は
、
町
へ
申
告
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

申
告
の
必
要
が
な
い
場
合

●
平
成
十
四
年
中
に
収
入
が
ま
っ

た
く
無
か
っ
た
場
合

●
平
成
十
四
年
中
の
収
入
が
給
与

だ
け
で
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
を

行
っ
た
場
合

注
）
給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
支

給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
通
常
申
告

が
必
要
で
す
。

●
平
成
十
四
年
中
の
収
入
が
公
的

年
金
だ
け
の
場
合

・
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、
年
金

収
入
が
二
百
二
十
八
万
円
以
下
の

場
合

・
六
十
五
歳
未
満
の
人
は
、
年
金

収
入
が
百
八
万
円
以
下
の
場
合

※
申
告
の
必
要
が
な
い
場
合
で

も
、
概
ね
十
万
円
以
上
の
医
療
費

を
支
払
っ
た
場
合
や
、
住
宅
資
金

の
借
入
が
あ
っ
た
人
な
ど
は
所
得

税
が
還
付
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
相
談
が
二
月
十
二
日
か
ら
高
瀬
館

を
皮
切
り
に
始
ま
り
ま
す
。

日
程
表
を
確
認
の
う
え
、
指
定
さ
れ
た
会
場
で
申
告
相
談
さ
れ

る
よ
う
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
申
告
は
、
所
得
税
や
町
県
民
税
の
計
算
基
礎
と
な
る
ほ
か
、

い
ろ
い
ろ
な
公
的
負
担
金
な
ど
の
算
出
に
も
使
わ
れ
ま
す
の
で
大

変
重
要
で
す
。
誤
り
の
無
い
よ
う
前
も
っ
て
、
源
泉
徴
収
票
や
必

要
な
書
類
な
ど
準
備
し
て
臨
ま
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

月�日�
12�
13�
14�
17�
18�
19�
20�
21�
24�
25�
26�
27�
28�
3�
4�
5�
6�
7�
10�
11�
12�
13�
14

曜�
水�
木�
金�
月�
火�
水�
木�
金�
月�
火�
水�
木�
金�
月�
火�
水�
木�
金�
月�
火�
水�
木�
金�

午前（受付9時～11時）�午後（受付1時～3時）�申告会場�

2

3

�
舟木・畑村�
大琴（上）�
袖山�
中ノ沢・高村・桂台�
十二ノ前�
横渡・島�
岩館・宮ノ前�
泡ノ渕�
黒渕�
石高�
高戸屋・下小屋・時雨山�
家ノ下・八日町�
下小路・新沢・松柴�
須郷田・舘合新田（上）�
寺田・茂沢・祝沢�
下通�
新町1～3組�
収支計算　その他�
収支計算　その他�
収支計算　その他�
一　般�
一　般�

沼・杉森・大台�
高屋・土場沢・宿・下吹�
大琴（下）�
大吹川・須郷�
小倉�
野田・新処�
蔵・黒沢�
蔵新田�
向田・智者鶴�
地下ノ沢・葎沢�
田代�
�
宇戸坂・舘西・五海保�
山崎・久保・板戸�
舘合新田（中、下、跡見坂）�
湯出野・上里�
横小路・上通・中通�
新町4～7組　吉野団地�
収支計算　その他�
収支計算　その他�
収支計算　その他�
一　般�
一　般�

�
高瀬館�
�

袖山館�

克雪センター�
�

大蔵館
�

�

八塩館
�

�

住吉館
�

�
�
�
�
�
�
役場�
�
�
�
�
�

平成15年申告相談日程表�
○
役
場
会
場
の
み
五
時
三
十
分
ま
で
と
し
ま
す
。

○
当
日
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
他
の
会
場
で
も
受
付
し
ま

す
。
そ
の
時
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

○
申
告
に
関
す
る
相
談
な
ど
は
、
遠
慮
な
く
税
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課

�
６
９
―
２
１
１
１



公
社
を
通
じ
て
農
地
を
売
買
・

賃
貸
す
る
と
、
農
地
の
出
し
手
・

受
け
手
の
双
方
に
次
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
「
買
入
協
議
制
度
」
に
よ
っ
て

農
地
を
売
却
す
る
場
合
、
譲
渡
所

得
が
一
千
五
百
万
円
ま
で
控
除
さ

れ
ま
す
。（
通
常
は
八
百
万
円
）

②
認
定
農
業
者
が
制
度
資
金
（
農

業
プ
ロ
パ
ー
資
金
含
む
）
を
借
り

入
れ
て
公
社
か
ら
農
地
を
取
得
す

る
場
合
、「
規
模
拡
大
助
成
金
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。（
十
㌃
当
た

り
二
万
円
を
五
年
か
ら
八
年
間
継

続
交
付
）

③
認
定
農
業
者
の
方
が
希
望
す
る

場
合
、
公
社
が
買
い
入
れ
た
農
地

を
四
耕
作
ま
で
の
期
間
で
「
一
時

貸
付
」
を
受
け
、
そ
の
後
に
取
得

で
き
ま
す
。
期
間
中
の
小
作
料
の

二
分
の
一
は
、
農
地
の
買
受
け
時

に
半
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

④
農
業
者
年
金
を
受
給
す
る
た
め

公
社
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
場

合
、「
加
算
付
年
金
」
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
公
社
に
経
営
移
譲

の
「
や
り
直
し
」
を
行
え
ば
そ
の

時
点
か
ら
「
加
算
付
年
金
」
を
受

給
で
き
ま
す
。

公
社
を
利
用
し
て
規
模
拡
大
を

図
っ
た
認
定
農
業
者
は
、
農
業
機

械
を
リ
ー
ス
（
５
年
間
）
で
き
ま

す
。
リ
ー
ス
対
象
と
な
る
の
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
機
・
コ
ン
バ

イ
ン
・
乾
燥
機
の
四
種
（
新
品
）

で
、
付
属
品
（
一
品
）
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
新
規
の
規
模
拡
大
が
必
要
で
す
。

公
社
を
利
用
し
た
売
買
ま
た
は

賃
借
に
よ
っ
て
、「
あ
っ
せ
ん
基

準
面
積
」
の
二
分
の
一
（
一
二
五

�
）以
上
を
新
た
に
拡
大
し
、か
つ

五
・
四
�
以
上
の
経
営
規
模
（
自

作
地
＋
借
入
地
＋
新
規
拡
大
地
）

に
到
達
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
機
械
メ
ー
カ
ー
、
機
種
、
規

格
等
に
つ
い
て
は
、
農
家
が
選

定
で
き
ま
す
。

③
希
望
す
る
機
械
の
規
格
に
見

合
う
作
業
面
積
が
必
要
で
す
。

各
規
格（
馬
力
・
条
数
・
刃
幅
）

毎
に
作
業
面
積
の
基
準
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
ク
リ
ア
ー
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

規
模
拡
大
の
大
き
な
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
て
い
る
農
作
業
受
託
に
つ

い
て
、
一
定
面
積
以
上
を
受
託
す

る
担
い
手
や
生
産
組
織
に
対
し
、

三
年
ま
た
は
五
年
分
に
相
当
す
る

作
業
料
金
を
無
利
子
で
一
括
融
資

し
ま
す
。

資
金
の
借
り
換
え
や
、
運
転
資

金
の
調
達
な
ど
経
営
の
改
善
に
役

立
ち
ま
す
。

①
受
託
面
積
の
要
件

個
人
担
い
手
は
一
・
二
�
、

生
産
組
織
は
四
�
以
上
の
受
託
が

必
要
で
す
。（
書
面
に
よ
る
契
約
）

②
受
託
作
業
の
要
件

同
一
ほ
場
に
お
い
て
、
基
幹
的

作
業
を
三
種
以
上
受
託
し
て
く

だ
さ
い
。

③
融
資
の
条
件

（
融
資
額
）
年
間
受
託
料
×
三

年
分
、
認
定
農
業
者
は
五

年
分
ま
で

（
利
　
率
）
無
利
子

（
償
　
還
）
三
年
分
ま
た
は
五

年
の
均
等
年
賦
償
還

（
担
　
保
）
連
帯
保
証
人

（
融
資
時
期
）
六
月
末
と
九
月

末

④
再
融
資
の
条
件

同
一
農
地
へ
の
再
融
資
を
一
回

に
限
り
行
え
ま
す
。（
面
積
が
初

回
の
三
割
増
の
場
合
に
限
定
）
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秋
田
県
農
業
公
社
で
は
、
農
業
の
規
模
を
拡
大
し
、

農
家
の
経
営
改
善
を
支
援
す
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
知
っ
て
得
す

る
公
社
事
業
」に
つ
い
て
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
地
売
買
・
賃
貸
事
業
の

メ
リ
ッ
ト

機
械
リ
ー
ス
で

コ
ス
ト
の
節
減

作
業
料
金
の
前
払
融
資
で

経
営
改
善
！

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会

�
６
９
ー
２
１
９
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申
告
に
必
要
な
書
類

【
給
与
収
入
や
年
金
収
入
の
あ

る
人
】

源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年

金
）

【
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
（
不

動
産
貸
付
を
含
む
）】

収
入
、経
費
が
分
か
る
帳
簿
や
、

領
収
書
、
通
帳
、
精
算
書
な
ど
。

(

帳
簿
が
な
い
場
合
は
、
項
目
ご

と
に
合
計
し
て
く
だ
さ
い
。)

【
農
家
】

①
所
得
標
準
で
申
告
す
る
中
、
小

規
模
農
家

農
業
事
前
調
査
書
を
提
出
し
て

い
な
い
場
合
は
、
事
前
調
査
書
に

記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
収
支
計
算
で
申
告
す
る
農
家

（
水
稲
２
�
以
上
作
付
、
葉
た
ば

こ
生
産
農
家
を
含
む
）

農
業
所
得
計
算
ノ
ー
ト
に
記
入

し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
収

入
や
経
費
が
分
か
る
精
算
書
、
通

帳
、
領
収
書
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

保
険
の
満
期
、
土
地
建
物
等
の

売
却
、
立
木
の
売
却
な
ど
の
収
入

が
あ
っ
た
人
は
、
収
入
額
や
、
売

却
な
ど
に
伴
っ
て
支
払
っ
た
登
記

費
用
な
ど
、
経
費
金
額
の
分
か
る

書
類
が
必
要
で
す
。

《
一
般
的
な
も
の
》

印
鑑
、
生
命
保
険
料
・
損
害
保

険
料
の
控
除
証
明
書
、
医
療
費
の

領
収
書
、寄
付
金
の
領
収
書
な
ど
。

扶
養
家
族
の
う
ち
、
大
学
生
な

ど
で
住
所
が
町
内
に
な
い
場
合

は
、
税
務
課
で
は
把
握
で
き
な
い

の
で
、
申
告
の
と
き
に
忘
れ
ず
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
資
金
の
借
入
が
あ
っ
た
人

は
、
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
該
当
す
る
場
合
は
添
付
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

申
告
相
談
に
都
合
が
つ
か
な

く
、
指
定
以
外
の
会
場
で
受
付
さ

れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な

お
、
税
務
署
で
受
付
さ
れ
る
方
は

案
内
通
知
な
ど
で
日
程
な
ど
確
認

の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
書
は
郵
送
で
も
提

出
で
き
ま
す
。
税
務
署
へ
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人

は
、
町
へ
申
告
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

申
告
の
必
要
が
な
い
場
合

●
平
成
十
四
年
中
に
収
入
が
ま
っ

た
く
無
か
っ
た
場
合

●
平
成
十
四
年
中
の
収
入
が
給
与

だ
け
で
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
を

行
っ
た
場
合

注
）
給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
支

給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
通
常
申
告

が
必
要
で
す
。

●
平
成
十
四
年
中
の
収
入
が
公
的

年
金
だ
け
の
場
合

・
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、
年
金

収
入
が
二
百
二
十
八
万
円
以
下
の

場
合

・
六
十
五
歳
未
満
の
人
は
、
年
金

収
入
が
百
八
万
円
以
下
の
場
合

※
申
告
の
必
要
が
な
い
場
合
で

も
、
概
ね
十
万
円
以
上
の
医
療
費

を
支
払
っ
た
場
合
や
、
住
宅
資
金

の
借
入
が
あ
っ
た
人
な
ど
は
所
得

税
が
還
付
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
相
談
が
二
月
十
二
日
か
ら
高
瀬
館

を
皮
切
り
に
始
ま
り
ま
す
。

日
程
表
を
確
認
の
う
え
、
指
定
さ
れ
た
会
場
で
申
告
相
談
さ
れ

る
よ
う
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
申
告
は
、
所
得
税
や
町
県
民
税
の
計
算
基
礎
と
な
る
ほ
か
、

い
ろ
い
ろ
な
公
的
負
担
金
な
ど
の
算
出
に
も
使
わ
れ
ま
す
の
で
大

変
重
要
で
す
。
誤
り
の
無
い
よ
う
前
も
っ
て
、
源
泉
徴
収
票
や
必

要
な
書
類
な
ど
準
備
し
て
臨
ま
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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平成15年申告相談日程表�
○
役
場
会
場
の
み
五
時
三
十
分
ま
で
と
し
ま
す
。

○
当
日
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
他
の
会
場
で
も
受
付
し
ま

す
。
そ
の
時
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

○
申
告
に
関
す
る
相
談
な
ど
は
、
遠
慮
な
く
税
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
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今
年
三
月
に
閉
校
を
控
え
て
い
る
下
郷
分

校
生
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
除
雪
ボ
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れ
、
会
員
六
十
人
ほ
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
旧
宿
小
学
校
出
身
者
が
親
ぼ
く

を
深
め
よ
う
と
平
成
元
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

総
会
で
は
、
佐
々
木
会
長
が
一
年
間
の
運

営
状
況
や
会
計
な
ど
を
報
告
。
そ
の
後
、
恒

例
の
記
念
撮
影
や
祝
宴
が
行
わ
れ
、
会
場
で

は
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
談
笑
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。

今
年
、
結
成
十
五
周
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
る
同
会
で
は
、
宿
小
学
校
、
大
琴
小
学
校

卒
業
生
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
は
、
畑
山
良
造
幹
事
長
（
�
０

３
‐
３
８
３
８
‐
２
９
３
８
）
へ
。

▲懐かしい仲間と記念撮影

▲好成績を残したスポ少のみなさん

鹿
角
市
の
花
輪
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
第

四
十
八
回
全
県
高
校
総
体
ス
キ
ー
競
技
大
会

で
は
、
湯
沢
商
工
一
年
生
の
長
沼
敬
晴
く
ん

（
新
町
）
が
男
子
大
回
転
で
第
五
位
、
横
手

城
南
高
校
一
年
生
の
鈴
木
翔
子
さ
ん
（
沼
）

が
女
子
大
回
転
で
第
七
位
に
入
賞
し
、
そ
れ

ぞ
れ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
は
二
月
四
日
か

ら
山
形
県
で
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
二
月
三
日

か
ら
岐
阜
県
で
行
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
一
月
十
一
日
に
矢
島
ス
キ
ー
場
で

行
わ
れ
た
第
四
十
六
回
本
荘
市
由
利
郡
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
と
第
七
回
本
荘
市
由
利
郡
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
会
ス
キ
ー
競
技

で
も
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち
が
大
活
躍
し
ま

し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

本
荘
市
由
利
郡
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

▽
男
子
総
合
三
位
・
東
由
利
中
学
校
▽
男
子

回
転
二
位
・
高
橋
将
也
（
東
中
三
年
・
舘
合

新
田
）

本
荘
市
由
利
郡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別

交
流
会
ス
キ
ー
競
技

▽
東
由
利
町
ス
キ
ー
ス
ポ
少
　
男
子
総
合
優

勝
、
女
子
総
合
三
位
▽
四
年
生
女
子
の
部
一

位
・
佐
々
木
亜
美
（
高
瀬
小
・
大
琴
）
▽
四

年
生
男
子
の
部
一
位
・
佐
々
木
将
人
（
高
瀬

小
・
大
琴
）
▽
六
年
生
男
子
の
部
三
位
・
佐

藤
大
河
（
八
塩
小
・
葎
沢
）

在

京

宿

小

会

▲地域のお年寄りのために除雪をす
る分校生

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
一
月
二
十
二
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

奉
仕
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
高
め
よ
う
と
昭
和
六
十
三
年
か

ら
毎
年
行
わ
れ
て
き
た
こ
の
活
動
も
、
今
年

で
最
後
と
な
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
三
班
に
分
か
れ
、
町
内
の
高

齢
者
宅
を
訪
問
。
軒
下
に
は
一
㍍
以
上
積
も

っ
た
雪
が
固
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
た

ち
は
除
雪
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
お
年
寄
り

の
た
め
に
、
汗
を
か
き
な
が
ら
約
二
時
間
か

け
て
除
雪
作
業
を
続
け
ま
し
た
。

第
四
十
六
回
全
県
中
学
ス
キ
ー
大
会
が
一

月
十
六
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
四
日
間
、
田

沢
湖
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
男
子
大
回
転
に

出
場
し
た
東
由
利
中
学
校
三
年
生
の
高
橋
将

也
く
ん
（
舘
合
新
田
）
が
見
事
優
勝
し
、
全

国
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

一
本
目
、
二
本
目
と
も
安
定
し
た
滑
り
で

優
勝
し
た
高
橋
く
ん
は
「
全
国
大
会
も
上
位

を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

▲全国大会の切符を手
にした高橋くん

第
十
四
回
在
京
宿
小
会
（
佐
々
木
明
夫
会

長
）
が
十
一
月
二
十
三
日
、
東
京
都
で
行
わ

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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消
防
出
初
式
が
一
月
六
日
、
げ
ん
き
館
で

行
わ
れ
、
町
消
防
団
員
や
婦
人
消
防
隊
な
ど

約
二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
無
火
災
祈
願
の
く
す
玉
を
阿
部

幸
悦
町
長
が
解
放
し
団
員
ら
を
観
閲
。
永
年

勤
続
の
消
防
団
員
や
模
範
団
員
な
ど
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▽
県
知
事
表
彰《
二
十
五
年
永
年
勤
続
彰
》

石
綿
喜
代
隆
（
副
団
長
）、
小
松
忠
孝
（
本

部
班
長
）、
畠
山
和
雄
（
第
五
分
団
前
副
分

団
長
）
《
二
十
年
永
年
勤
続
彰
》
佐
藤
幸
輝

（
第
一
分
団
分
団
長
）、
阿
部
恵
一
（
第
四
分

団
副
分
団
長
）、
小
野
清
夫
（
第
五
分
団
副

分
団
長
）、
小
野
一
広
（
第
二
分
団
班
長
）、

阿
部
寿
夫
（
第
五
分
団
団
員
）
▽
秋
田
県
消

防
協
会
長
表
彰《
勤
続
章（
十
五
年
以
上
）》

小
野
浩
人
（
第
三
分
団
班
長
）、
阿
部
和
仁

（
第
四
分
団
班
長
）、
高
橋
和
夫
（
第
二
分
団

団
員
）、
佐
々
木
静
八
（
第
五
分
団
団
員
）

《
精
勤
章
（
十
年
以
上
）
》
遠
藤
弘
幸
（
第

四
分
団
班
長
）、
鎌
田
敏
（
第
一
分
団
団
員
）、

工
藤
三
次
郎
（
第
二
分
団
団
員
）、
伊
東
透

（
同
）、
小
松
典
之
（
第
三
分
団
団
員
）、
長

沼
利
文
（
同
）、
遠
藤
誠
功
（
第
四
分
団
団

員
）
▽
東
由
利
町
長
表
彰
《
模
範
団
員
》

小
野
建
（
第
一
分
団
団
員
）、
渡
辺
正
人

（
同
）、
小
野
昭
美
（
第
三
分
団
団
員
）、
太

田
光
弘
（
第
四
分
団
団
員
）、
鈴
木
徳
之

（
第
五
分
団
団
員
）
▽
東
由
利
町
消
防
団
長

表
彰
《
甲
種
精
勤
章
》
畠
山
成
春
（
第
三
分

団
団
員
）、
畠
山
英
吉
（
同
）、
小
松
哲
也

（
第
五
分
団
団
員
）
《
乙
種
精
勤
章
》
小
松

進
（
第
一
分
団
団
員
）、
高
沢
敦
（
同
）、
横

山
立
治
（
同
）、
佐
々
木
明
（
第
三
分
団
団

員
）、
柿
崎
大
（
同
）、
佐
藤
秀
俊
（
同
）、

阿
部
忍
（
第
四
分
団
団
員
）、
大
庭
朋
和

（
第
五
分
団
団
員
）、
鈴
木
政
也
（
同
）、
佐

藤
一
祝
（
同
）
▽
東
由
利
町
長
感
謝
状

《
退
職
団
員
》
村
上
栄
志
（
第
三
分
団
分
団

長
）、
畠
山
和
雄
（
第
五
分
団
副
分
団
長
）、

小
松
平
栄
（
第
三
分
団
部
長
）、
高
橋
覚

（
第
二
分
団
団
員
）、
小
松
五
郎
（
同
）、
阿

部
正
光
（
第
三
分
団
団
員
）、
今
野
和
人

（
同
）
《
消
防
施
設
用
地
協
力
者
》
遠
藤
治

郎
助
（
十
二
ノ
前
）

り
と
な
る
収
納
作
業
。
関
係
者
は
丹
精
込
め

て
作
っ
た
葉
タ
バ
コ
の
評
価
に
一
喜
一
憂
し

て
い
ま
し
た
。

今
年
の
収
納
状
況
は
、
販
売
総
額
が
一
億

四
百
六
十
三
万
八
千
円
、
十
�
当
た
り
平
均

価
格
が
約
三
十
九
万
円
。
昨
年
に
比
べ
販
売

総
額
、
十
�
当
た
り
の
平
均
価
格
と
も
に
下

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

原
因
に
つ
い
て
関
係
者
は
、「
夏
の
長
雨

が
影
響
し
た
。
販
売
価
格
の
減
は
品
質
よ
り

も
、
収
量
減
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
14
年
度
産
業
た
ば
こ
収
納

で
開
か
れ
、
町
内
の
各
団
体
の
代
表
者
な
ど

約
八
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
毎
年
、
有
鄰
館
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
役
場
新
庁
舎
の

お
披
露
目
も
兼
ね
て
の
懇
談
会
と
な
り
ま
し

た
。会

で
は
、
主
催
者
の
大
沼
武
且
町
商
工
会

長
が
「
新
し
い
町
特
産
品
の
開
発
、
新
企
業

の
設
立
な
ど
、
市
町
村
合
併
ま
で
ソ
フ
ト
事

業
の
整
備
が
必
要
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後

の
懇
談
会
で
出
席
者
は
、
町
の
将
来
に
つ
い

て
語
り
合
い
な
が
ら
親
ぼ
く
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

新

春

懇

談

会

▲阿部町長の観閲を受ける団員

消

防

出

初

式

町
商
工
会
と
秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同
組

合
東
由
利
支
店
が
主
催
す
る
「
平
成
十
五
年

新
春
懇
談
会
」
が
一
月
六
日
、
役
場
新
庁
舎▲親ぼくを深める出席者ら

平
成
十
四
年
産
葉
た
ば
こ
の
収
納
作
業
が

一
月
十
日
、
十
四
日
、
十
五
日
の
三
日
間
、

増
田
町
の
Ｊ
Ｔ
葉
た
ば
こ
増
田
取
扱
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

生
産
者
に
と
っ
て
は
、
一
年
の
締
め
く
く▲真剣なまなざしで評価を

見守る関係者



今
年
三
月
に
閉
校
を
控
え
て
い
る
下
郷
分

校
生
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
除
雪
ボ
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れ
、
会
員
六
十
人
ほ
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
旧
宿
小
学
校
出
身
者
が
親
ぼ
く

を
深
め
よ
う
と
平
成
元
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

総
会
で
は
、
佐
々
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一
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間
の
運
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ど
を
報
告
。
そ
の
後
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恒
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影
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れ
、
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で

は
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し
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談
笑
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。

今
年
、
結
成
十
五
周
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
る
同
会
で
は
、
宿
小
学
校
、
大
琴
小
学
校

卒
業
生
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
は
、
畑
山
良
造
幹
事
長
（
�
０

３
‐
３
８
３
８
‐
２
９
３
８
）
へ
。

▲懐かしい仲間と記念撮影

▲好成績を残したスポ少のみなさん

鹿
角
市
の
花
輪
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
第

四
十
八
回
全
県
高
校
総
体
ス
キ
ー
競
技
大
会

で
は
、
湯
沢
商
工
一
年
生
の
長
沼
敬
晴
く
ん

（
新
町
）
が
男
子
大
回
転
で
第
五
位
、
横
手

城
南
高
校
一
年
生
の
鈴
木
翔
子
さ
ん
（
沼
）

が
女
子
大
回
転
で
第
七
位
に
入
賞
し
、
そ
れ

ぞ
れ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
は
二
月
四
日
か

ら
山
形
県
で
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
二
月
三
日

か
ら
岐
阜
県
で
行
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
一
月
十
一
日
に
矢
島
ス
キ
ー
場
で

行
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第
四
十
六
回
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市
由
利
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中
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と
第
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回
本
荘
市
由
利
郡
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ポ
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ツ
少
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団
種
目
別
交
流
会
ス
キ
ー
競
技

で
も
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち
が
大
活
躍
し
ま

し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

本
荘
市
由
利
郡
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

▽
男
子
総
合
三
位
・
東
由
利
中
学
校
▽
男
子

回
転
二
位
・
高
橋
将
也
（
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中
三
年
・
舘
合

新
田
）

本
荘
市
由
利
郡
ス
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ー
ツ
少
年
団
種
目
別

交
流
会
ス
キ
ー
競
技

▽
東
由
利
町
ス
キ
ー
ス
ポ
少
　
男
子
総
合
優

勝
、
女
子
総
合
三
位
▽
四
年
生
女
子
の
部
一

位
・
佐
々
木
亜
美
（
高
瀬
小
・
大
琴
）
▽
四

年
生
男
子
の
部
一
位
・
佐
々
木
将
人
（
高
瀬

小
・
大
琴
）
▽
六
年
生
男
子
の
部
三
位
・
佐

藤
大
河
（
八
塩
小
・
葎
沢
）

在

京

宿

小

会

▲地域のお年寄りのために除雪をす
る分校生

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
一
月
二
十
二
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

奉
仕
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
高
め
よ
う
と
昭
和
六
十
三
年
か

ら
毎
年
行
わ
れ
て
き
た
こ
の
活
動
も
、
今
年

で
最
後
と
な
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
三
班
に
分
か
れ
、
町
内
の
高

齢
者
宅
を
訪
問
。
軒
下
に
は
一
㍍
以
上
積
も

っ
た
雪
が
固
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
た

ち
は
除
雪
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
お
年
寄
り

の
た
め
に
、
汗
を
か
き
な
が
ら
約
二
時
間
か

け
て
除
雪
作
業
を
続
け
ま
し
た
。

第
四
十
六
回
全
県
中
学
ス
キ
ー
大
会
が
一

月
十
六
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
四
日
間
、
田

沢
湖
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
男
子
大
回
転
に

出
場
し
た
東
由
利
中
学
校
三
年
生
の
高
橋
将

也
く
ん
（
舘
合
新
田
）
が
見
事
優
勝
し
、
全

国
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

一
本
目
、
二
本
目
と
も
安
定
し
た
滑
り
で

優
勝
し
た
高
橋
く
ん
は
「
全
国
大
会
も
上
位

を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

▲全国大会の切符を手
にした高橋くん

第
十
四
回
在
京
宿
小
会
（
佐
々
木
明
夫
会

長
）
が
十
一
月
二
十
三
日
、
東
京
都
で
行
わ

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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消
防
出
初
式
が
一
月
六
日
、
げ
ん
き
館
で

行
わ
れ
、
町
消
防
団
員
や
婦
人
消
防
隊
な
ど

約
二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
無
火
災
祈
願
の
く
す
玉
を
阿
部

幸
悦
町
長
が
解
放
し
団
員
ら
を
観
閲
。
永
年

勤
続
の
消
防
団
員
や
模
範
団
員
な
ど
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▽
県
知
事
表
彰《
二
十
五
年
永
年
勤
続
彰
》

石
綿
喜
代
隆
（
副
団
長
）、
小
松
忠
孝
（
本

部
班
長
）、
畠
山
和
雄
（
第
五
分
団
前
副
分

団
長
）
《
二
十
年
永
年
勤
続
彰
》
佐
藤
幸
輝

（
第
一
分
団
分
団
長
）、
阿
部
恵
一
（
第
四
分

団
副
分
団
長
）、
小
野
清
夫
（
第
五
分
団
副

分
団
長
）、
小
野
一
広
（
第
二
分
団
班
長
）、

阿
部
寿
夫
（
第
五
分
団
団
員
）
▽
秋
田
県
消

防
協
会
長
表
彰《
勤
続
章（
十
五
年
以
上
）》

小
野
浩
人
（
第
三
分
団
班
長
）、
阿
部
和
仁

（
第
四
分
団
班
長
）、
高
橋
和
夫
（
第
二
分
団

団
員
）、
佐
々
木
静
八
（
第
五
分
団
団
員
）

《
精
勤
章
（
十
年
以
上
）
》
遠
藤
弘
幸
（
第

四
分
団
班
長
）、
鎌
田
敏
（
第
一
分
団
団
員
）、

工
藤
三
次
郎
（
第
二
分
団
団
員
）、
伊
東
透

（
同
）、
小
松
典
之
（
第
三
分
団
団
員
）、
長

沼
利
文
（
同
）、
遠
藤
誠
功
（
第
四
分
団
団

員
）
▽
東
由
利
町
長
表
彰
《
模
範
団
員
》

小
野
建
（
第
一
分
団
団
員
）、
渡
辺
正
人

（
同
）、
小
野
昭
美
（
第
三
分
団
団
員
）、
太

田
光
弘
（
第
四
分
団
団
員
）、
鈴
木
徳
之

（
第
五
分
団
団
員
）
▽
東
由
利
町
消
防
団
長

表
彰
《
甲
種
精
勤
章
》
畠
山
成
春
（
第
三
分

団
団
員
）、
畠
山
英
吉
（
同
）、
小
松
哲
也

（
第
五
分
団
団
員
）
《
乙
種
精
勤
章
》
小
松

進
（
第
一
分
団
団
員
）、
高
沢
敦
（
同
）、
横

山
立
治
（
同
）、
佐
々
木
明
（
第
三
分
団
団

員
）、
柿
崎
大
（
同
）、
佐
藤
秀
俊
（
同
）、

阿
部
忍
（
第
四
分
団
団
員
）、
大
庭
朋
和

（
第
五
分
団
団
員
）、
鈴
木
政
也
（
同
）、
佐

藤
一
祝
（
同
）
▽
東
由
利
町
長
感
謝
状

《
退
職
団
員
》
村
上
栄
志
（
第
三
分
団
分
団

長
）、
畠
山
和
雄
（
第
五
分
団
副
分
団
長
）、

小
松
平
栄
（
第
三
分
団
部
長
）、
高
橋
覚

（
第
二
分
団
団
員
）、
小
松
五
郎
（
同
）、
阿

部
正
光
（
第
三
分
団
団
員
）、
今
野
和
人

（
同
）
《
消
防
施
設
用
地
協
力
者
》
遠
藤
治

郎
助
（
十
二
ノ
前
）

り
と
な
る
収
納
作
業
。
関
係
者
は
丹
精
込
め

て
作
っ
た
葉
タ
バ
コ
の
評
価
に
一
喜
一
憂
し

て
い
ま
し
た
。

今
年
の
収
納
状
況
は
、
販
売
総
額
が
一
億

四
百
六
十
三
万
八
千
円
、
十
�
当
た
り
平
均

価
格
が
約
三
十
九
万
円
。
昨
年
に
比
べ
販
売

総
額
、
十
�
当
た
り
の
平
均
価
格
と
も
に
下

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

原
因
に
つ
い
て
関
係
者
は
、「
夏
の
長
雨

が
影
響
し
た
。
販
売
価
格
の
減
は
品
質
よ
り

も
、
収
量
減
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
14
年
度
産
業
た
ば
こ
収
納

で
開
か
れ
、
町
内
の
各
団
体
の
代
表
者
な
ど

約
八
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
毎
年
、
有
鄰
館
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
役
場
新
庁
舎
の

お
披
露
目
も
兼
ね
て
の
懇
談
会
と
な
り
ま
し

た
。会

で
は
、
主
催
者
の
大
沼
武
且
町
商
工
会

長
が
「
新
し
い
町
特
産
品
の
開
発
、
新
企
業

の
設
立
な
ど
、
市
町
村
合
併
ま
で
ソ
フ
ト
事

業
の
整
備
が
必
要
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後

の
懇
談
会
で
出
席
者
は
、
町
の
将
来
に
つ
い

て
語
り
合
い
な
が
ら
親
ぼ
く
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

新

春

懇

談

会

▲阿部町長の観閲を受ける団員

消

防

出

初

式

町
商
工
会
と
秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同
組

合
東
由
利
支
店
が
主
催
す
る
「
平
成
十
五
年

新
春
懇
談
会
」
が
一
月
六
日
、
役
場
新
庁
舎▲親ぼくを深める出席者ら

平
成
十
四
年
産
葉
た
ば
こ
の
収
納
作
業
が

一
月
十
日
、
十
四
日
、
十
五
日
の
三
日
間
、

増
田
町
の
Ｊ
Ｔ
葉
た
ば
こ
増
田
取
扱
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

生
産
者
に
と
っ
て
は
、
一
年
の
締
め
く
く▲真剣なまなざしで評価を

見守る関係者
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森
林
、
林
業
、
木
材
産
業
を
取
り

巻
く
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
の
新
設
住
宅
着
工
戸

数
は
前
年
を
下
回
っ
て
お
り
、
木
材

需
給
見
通
し
に
よ
る
と
、
平
成
十
四

年
の
木
材
（
用
材
）
需
要
量
は
平
成

十
三
年
の
九
千
百
二
十
四
万
立
方
�

よ
り
五
百
六
十
三
万
立
方
�
減
の
八

千
五
百
六
十
三
万
立
方
�
と
な
る
見

込
み
で
す
。

こ
の
需
要
量
は
、
バ
ブ
ル
経
済
期

だ
っ
た
平
成
三
年
の
一
億
千
三
百
万

立
方
�
に
比
較
し
て
大
量
の
減
少
で

あ
り
、
木
材
産
業
の
深
刻
な
不
振
を

顕
著
に
示
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
農
林
統
計
で
木
材
価
格
を

見
て
み
る
と
、
平
成
十
四
年
の
年
明

け
は
、
ス
ギ
中
丸
太
（
末
口
径
十
四

�
か
ら
三
十
�
未
満
）
立
方
�
当
た

り
一
万
四
千
九
百
円
、
六
月
に
は
一

万
三
千
二
百
円
、
十
月
に
は
一
万
四

千
五
百
円
と
持
ち
直
し
た
も
の
の
、

平
成
三
年
の
二
万
五
千
円
よ
り
も
一

万
円
も
安
値
と
な
り
木
材
価
格
の
下

落
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
景
気
の
回
復
と
木

材
価
格
の
値
上
が
り
を
望
み
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

木
材
需
要
と

木
材
価
格

葉枯し材

〃

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

4,201～4,228

3,752～4,013

2,778～3,020

並材のみの出品となったが、各径級が手当され高落
札率。価格はほぼ横這いで推移。

（
平
成
十
五
年
一
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

肥満や糖尿病、がんなどの生
活習慣病は、個人の生活習慣に
大きくかかわっています。生活
習慣病を予防するために、バラ
ンスのとれた食事や適度な運
動、十分な休養といった健康的
な生活を心がけましょう。

�と　き…2月4日(火) 10：00
�ところ…金浦山神社・勢至公園広場
�内　容…たらの奉納、金浦神楽の実演、たら汁、特産

品販売など
金浦町企画課　�３８－４３００

お と な り 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

金浦町から

掛魚まつり

�と　き…2月16日(日) 10：00～14：00
�ところ…南由利原高原青少年旅行村 ふれあいロッジ
�内　容…スノーモービル無料試乗会、雪上運動会など

由利町企画商工課　�５３－２１１５

由利町から

由利高原雪まつり

�と　き…2月23日(日) 9：00
�ところ…東由利町勤労者野球場
�参加費…5,000円
�申込締切…2月19日（水）

東由利町公民館　�６９－２３１０

2003 雪上野球Ｗ杯東由利大会
東由利町から

年金に関する相談やお問い合わせに対応するた
め、「年金相談センター」が設置されています。
年金の請求手続きや資格記録の確認などにご利

用ください。
なお相談には、年金手帳、年金証書、印鑑など

をご持参のうえ、できるだけご本人がお出かけく
ださい。代理の方がお出かけになる場合は依頼
状等が必要になります。

◇年金相談センター（秋田社会保険事務所）
秋田市中通5－1－51 北都銀行別館4階
※駐車場もございますので、お気軽にご利用く
ださい。

「年金相談センター」を
ご利用ください

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

年金だより

秋田駅�

明田�
地下道�

イトーヨーカドー●�
●本金西武�●脳血管研究センター�

●市民�
　市場�

●アトリオン�千
秋
公
園
� 秋田警察署�

●�

旭川�

第一勧銀�
●�

北都銀行�
●本店�

広
小
路
�

中
央
通
り
�

南
大
通
り
�

山
王
大
通
り
�

三
丁
目
橋
�

四
丁
目
橋
�

五
丁
目
橋
�

通
り
町
橋
�

◆
�

北都銀行別館4階�
秋田社会保険�
　　　　　事務所�
年金相談センター�
社会保険庁�
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在宅の要介護者・要支援者が、現に居住する住宅について、一定の小規模な住宅改修を行っ
た場合には、その改修費について保険給付が行われます。
在宅の要介護者・要支援者が現に居住する住宅について、心身の状況や住宅の状況に応じて

必要な一定の種類の住宅改修を行った場合には、その改修費の
９割分について保険給付が行われます。
給付の対象となる改修は次のとおりです。
①手すりの取り付け
②床段差の解消
③滑りの防止や移動の円滑化のための床材または通路面の材料の変更
④引き戸などへの扉の取り替え
⑤洋式便器などへの便器の取り替え
⑥①～⑥の改修に伴って必要となる工事
住宅改修費には支給限度基準額（20万円）が設けられており、給付額

はその９割の18万円が限度となります。この限度額は現に居住していて
住宅改修を受けた住宅について適用されます。

A.

住宅改修費の対象となる改修には、どのようなものがありますか。Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2117

住宅改修を行う際には、
ケアマネージャーが調整役
となって、相談に応じたり、
必要な書類を用意したりし
ます。利用したいその他の
在宅サービスとあわせ、ケ
アプラン全体の中でどのよ
うな改修が必要なのかを検
討するためにも、担当ケア
マネージャーとよく話し合
いましょう。

一口メモ

今年もDVDプレーヤー･ビデオ付きテレビ･石油ファンヒーター･灯油100㍑など豪華賞品が当たる�

午後6時30分～�
台山方面から打ち上げ�
前夜祭のメインイベントとして冬花火を打ち
上げます。�
大輪の光と音の共演をお楽しみ下さい。�
※道の駅からご覧下さい。花火打ち上げ付近
には絶対に近付かないで下さい。�

花火大会：15日�

午後2時～「黄桜温泉」裏の広場�
雪上での様々な障害ゲームを乗
り越えてワンパク雪上ゲーム王
をめざそう。�

ワンパク雪上ゲーム�
　　王決定戦：15日�

午後3時～「ぷれっそ」情報コーナー�
世界で一つのオリジナルな凧を凧の会の皆さ
んの指導で作ります。�
参加料無料。当日申込み可。�

親子凧づくり教室：15日�

午前10時30分～��
黄桜温泉レストラン「やしお」付近�
町特産の「やしおそば」を時間内に早く食べ
た人が勝ち。�
当日先着順で参加できます。�

やしおそば早食い大会：16日�

午後2時30分～�
「黄桜温泉」裏の広場��
雪中に埋められた宝物（景品）を
制限時間内にさがしあいます。�

宝さがし：16日�
午後3時20分～��
「黄桜温泉」裏の広場�
イベントに参加してくれた方に抽選券を1枚進
呈。ビデオ付きテレビ、DVDプレーヤー、石油
ファンヒーターなどが当たる抽選会を開催しま
す。時間まで会場に集合して下さい。�

雪ものがたり大抽選会：16日�

①午前10時　②午後２時　役場新庁舎駐車場脇�
雪原でのスピード感を無料で体験できます。 
スタッフは八塩げんきクラブの皆さんです。�

スノーモービル試乗会：16日�

�午前11時～　「黄桜温泉」裏の広場�
2月23日に開催される「雪上野球2003ワールド
カップ」のデモンストレーションとして行いま
す。�

雪上野球（デモンストレーション）：16日�

午前10時～役場新庁舎駐車場脇
15日に「親子凧づくり教室」で
作った凧をあげ、うまくあがっ
た人には賞品を差し上げます。�

凧あげ大会：16日�

①午前9時30分　②午後1時�
役場新庁舎駐車場脇�
チューブで組んだ「列車」をス
ノーモービルが引き、会場を駆
けめぐります。�

モービル列車：16日�

午後2時～　「黄桜温泉」裏の広場�
景品をたくさん準備しています。どなたでも多数ご参加下さい

雪上ボーリング：16日�
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あ
り
、
木
材
産
業
の
深
刻
な
不
振
を

顕
著
に
示
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
農
林
統
計
で
木
材
価
格
を

見
て
み
る
と
、
平
成
十
四
年
の
年
明

け
は
、
ス
ギ
中
丸
太
（
末
口
径
十
四

�
か
ら
三
十
�
未
満
）
立
方
�
当
た

り
一
万
四
千
九
百
円
、
六
月
に
は
一

万
三
千
二
百
円
、
十
月
に
は
一
万
四

千
五
百
円
と
持
ち
直
し
た
も
の
の
、

平
成
三
年
の
二
万
五
千
円
よ
り
も
一

万
円
も
安
値
と
な
り
木
材
価
格
の
下

落
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
景
気
の
回
復
と
木

材
価
格
の
値
上
が
り
を
望
み
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

木
材
需
要
と

木
材
価
格

葉枯し材

〃

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

4,201～4,228

3,752～4,013

2,778～3,020

並材のみの出品となったが、各径級が手当され高落
札率。価格はほぼ横這いで推移。

（
平
成
十
五
年
一
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

肥満や糖尿病、がんなどの生
活習慣病は、個人の生活習慣に
大きくかかわっています。生活
習慣病を予防するために、バラ
ンスのとれた食事や適度な運
動、十分な休養といった健康的
な生活を心がけましょう。

�と　き…2月4日(火) 10：00
�ところ…金浦山神社・勢至公園広場
�内　容…たらの奉納、金浦神楽の実演、たら汁、特産

品販売など
金浦町企画課　�３８－４３００

お と な り 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

金浦町から

掛魚まつり

�と　き…2月16日(日) 10：00～14：00
�ところ…南由利原高原青少年旅行村 ふれあいロッジ
�内　容…スノーモービル無料試乗会、雪上運動会など

由利町企画商工課　�５３－２１１５

由利町から

由利高原雪まつり

�と　き…2月23日(日) 9：00
�ところ…東由利町勤労者野球場
�参加費…5,000円
�申込締切…2月19日（水）

東由利町公民館　�６９－２３１０

2003 雪上野球Ｗ杯東由利大会
東由利町から

年金に関する相談やお問い合わせに対応するた
め、「年金相談センター」が設置されています。
年金の請求手続きや資格記録の確認などにご利

用ください。
なお相談には、年金手帳、年金証書、印鑑など

をご持参のうえ、できるだけご本人がお出かけく
ださい。代理の方がお出かけになる場合は依頼
状等が必要になります。

◇年金相談センター（秋田社会保険事務所）
秋田市中通5－1－51 北都銀行別館4階
※駐車場もございますので、お気軽にご利用く
ださい。

「年金相談センター」を
ご利用ください

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

年金だより

秋田駅�

明田�
地下道�

イトーヨーカドー●�
●本金西武�●脳血管研究センター�

●市民�
　市場�

●アトリオン�千
秋
公
園
� 秋田警察署�

●�

旭川�

第一勧銀�
●�

北都銀行�
●本店�

広
小
路
�

中
央
通
り
�

南
大
通
り
�

山
王
大
通
り
�

三
丁
目
橋
�

四
丁
目
橋
�

五
丁
目
橋
�

通
り
町
橋
�

◆
�

北都銀行別館4階�
秋田社会保険�
　　　　　事務所�
年金相談センター�
社会保険庁�
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在宅の要介護者・要支援者が、現に居住する住宅について、一定の小規模な住宅改修を行っ
た場合には、その改修費について保険給付が行われます。
在宅の要介護者・要支援者が現に居住する住宅について、心身の状況や住宅の状況に応じて

必要な一定の種類の住宅改修を行った場合には、その改修費の
９割分について保険給付が行われます。
給付の対象となる改修は次のとおりです。
①手すりの取り付け
②床段差の解消
③滑りの防止や移動の円滑化のための床材または通路面の材料の変更
④引き戸などへの扉の取り替え
⑤洋式便器などへの便器の取り替え
⑥①～⑥の改修に伴って必要となる工事
住宅改修費には支給限度基準額（20万円）が設けられており、給付額

はその９割の18万円が限度となります。この限度額は現に居住していて
住宅改修を受けた住宅について適用されます。

A.

住宅改修費の対象となる改修には、どのようなものがありますか。Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2117

住宅改修を行う際には、
ケアマネージャーが調整役
となって、相談に応じたり、
必要な書類を用意したりし
ます。利用したいその他の
在宅サービスとあわせ、ケ
アプラン全体の中でどのよ
うな改修が必要なのかを検
討するためにも、担当ケア
マネージャーとよく話し合
いましょう。

一口メモ

今年もDVDプレーヤー･ビデオ付きテレビ･石油ファンヒーター･灯油100㍑など豪華賞品が当たる�

午後6時30分～�
台山方面から打ち上げ�
前夜祭のメインイベントとして冬花火を打ち
上げます。�
大輪の光と音の共演をお楽しみ下さい。�
※道の駅からご覧下さい。花火打ち上げ付近
には絶対に近付かないで下さい。�

花火大会：15日�

午後2時～「黄桜温泉」裏の広場�
雪上での様々な障害ゲームを乗
り越えてワンパク雪上ゲーム王
をめざそう。�

ワンパク雪上ゲーム�
　　王決定戦：15日�

午後3時～「ぷれっそ」情報コーナー�
世界で一つのオリジナルな凧を凧の会の皆さ
んの指導で作ります。�
参加料無料。当日申込み可。�

親子凧づくり教室：15日�

午前10時30分～��
黄桜温泉レストラン「やしお」付近�
町特産の「やしおそば」を時間内に早く食べ
た人が勝ち。�
当日先着順で参加できます。�

やしおそば早食い大会：16日�

午後2時30分～�
「黄桜温泉」裏の広場��
雪中に埋められた宝物（景品）を
制限時間内にさがしあいます。�

宝さがし：16日�
午後3時20分～��
「黄桜温泉」裏の広場�
イベントに参加してくれた方に抽選券を1枚進
呈。ビデオ付きテレビ、DVDプレーヤー、石油
ファンヒーターなどが当たる抽選会を開催しま
す。時間まで会場に集合して下さい。�

雪ものがたり大抽選会：16日�

①午前10時　②午後２時　役場新庁舎駐車場脇�
雪原でのスピード感を無料で体験できます。 
スタッフは八塩げんきクラブの皆さんです。�

スノーモービル試乗会：16日�

�午前11時～　「黄桜温泉」裏の広場�
2月23日に開催される「雪上野球2003ワールド
カップ」のデモンストレーションとして行いま
す。�

雪上野球（デモンストレーション）：16日�

午前10時～役場新庁舎駐車場脇
15日に「親子凧づくり教室」で
作った凧をあげ、うまくあがっ
た人には賞品を差し上げます。�

凧あげ大会：16日�

①午前9時30分　②午後1時�
役場新庁舎駐車場脇�
チューブで組んだ「列車」をス
ノーモービルが引き、会場を駆
けめぐります。�

モービル列車：16日�

午後2時～　「黄桜温泉」裏の広場�
景品をたくさん準備しています。どなたでも多数ご参加下さい

雪上ボーリング：16日�
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齋　藤　翔　太くん齋　藤　翔　太くん�
　　　（寺田・１歳）　　　（寺田・１歳）�
お父さん：義　勝さんお父さん：義　勝さん�
お母さん：博　美さんお母さん：博　美さん�
お話し：博美さんお話し：博美さん�

しょう　しょう　   た�

齋　藤　翔　太くん�
　　　（寺田・１歳）�
お父さん：義　勝さん�
お母さん：博　美さん�
お話し：博美さん�

しょう　   た�

小　野　　　好
このむ

さん（舘合新田・19歳）

―職業は
大東精機に勤務しています。

―趣味は
卓球、邦画の鑑賞、セブンブリッジ。

―目標（夢）は
長生きすることです。

―理想のタイプは
嘘をつかない人。

―家族に一言
この家に生まれて本当に良かったと思います。
これからもよろしくお願いします。

―東由利について一言
心が落ち着くいい町です。

名前の由来は？
「未来に力強くはばたくようにと願い『翔太』とつけました」
家族では誰が好き？
「お姉ちゃんが大好きで、いつもピッタリくっついています」
最近のエピソードは？
「最近、家族の言うことが分かるようになり、言葉も少しずつ話
すようになりました。なぜか最初に発した言葉が『靴下』で、笑
ってしまいました」
お父さんとお母さんから翔太くんへひとこと
「大きな病気などせず、健康で、人に優しくできる子になってネ」

※先月号でアイドルの名前が『颯太』くんと掲載されましたが、『颯汰』くん
の誤りです。おわびして訂正いたします。

よりよき生活習慣で病気を予防する�
Vol
.32

「
カ
ボ
チ
ャ
の
サ
ラ
ダ
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
大
さ
じ
、
小
…
小
さ
じ
）

カ
ボ
チ
ャ
１
６
０
ｇ
、
ニ
ン
ジ
ン
40
ｇ
、
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
20
ｇ
、
キ
ュ
ウ
リ
40
ｇ
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
３
、
塩
少
々
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
２
０
０
ｇ
（
飾
り
つ
け
用
）

《
作
り
方
》

①
カ
ボ
チ
ャ
、
ニ
ン
ジ
ン
は
サ
イ
コ
ロ
に
切
り
ゆ

で
る

②
キ
ュ
ウ
リ
は
サ
イ
コ
ロ
に
切
り
さ
っ
と
塩
を
か

け
て
お
く

③
カ
ボ
チ
ャ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
カ
ッ
テ

ー
ジ
チ
ー
ズ
を
入
れ
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
和
え
る

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

冬
は
ど
う
し
て
も
緑
黄
色
野
菜
が
不
足
し
が
ち

な
季
節
で
す
。
風
邪
な
ど
に
か
か
り
に
く
く
す
る

た
め
に
も
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
多
く
含
む
こ
ん
な
一
品

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
小
松
保
健
婦
）

風
邪
を
引
い
た
と
き
の
食
べ
物

気
温
が
低
く
空
気
の
乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時
期
、

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
人
が
増
え
ま

す
。
予
防
と
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
睡
眠
や
休
養
を
十

分
に
と
っ
て
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

風
邪
の
予
防
に
と
り
わ
け
有
効
な
栄
養
素
は
、

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と
Ｃ
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
風
邪
の
ウ
イ
ル

ス
の
侵
入
口
と
な
る
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
を
丈
夫
に
し

ま
す
。
Ａ
の
多
い
旬
の
青
菜
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
た
っ
ぷ
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

予
防
だ
け
で
な
く
、
風
邪
の
回
復
に
も
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
の
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
で
す
。
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
対
す
る
免
疫
力
を
高
め
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
損
な
わ
れ
た
細
胞
の
修
復
や
再
生
に
役
立
ち
ま

す
。
カ
ブ
、
根
ミ
ツ
バ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
レ
ン
コ

ン
が
お
す
す
め
。
果
物
で
は
、
カ
キ
と
ミ
カ
ン
が
ビ

タ
ミ
ン
Ａ
と
Ｃ
の
両
方
を
含
む
優
れ
も
の
で
す
。

気
を
つ
け
て
い
た
け
れ
ど
風
邪
を
引
い
て
し
ま

っ
た
と
い
う
と
き
は
温
か
く
、水
分
の
多
い
食
事
を
。

熱
が
あ
る
と
き
は
、

温
か
い
食
事
が
発
汗

を
促
し
て
熱
を
下
げ

る
役
割
を
果
た
し
、

水
分
の
多
い
食
事
が

汗
で
出
た
分
を
補
充

し
ま
す
。
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

友
癒
え
て
安
堵
を
も
ら
う
初
電
話
　
　
　
五
海
保
　
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

新
玉
の
夢
追
い
た
く
も
独
り
か
な
　
　
　
時
雨
山
　
　
吉
　
川
　
葉
　
子

光
る
も
の
ま
と
ひ
聖
樹
の
夜
な
り
け
り
　
横
小
路
　
　
宮
　
野
　
源
二
郎

初
雀
牛
舎
の
絆
深
め
合
ふ
　
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
　
小
　
野
　
貞
　
子

初
景
色
三
む
か
し
超
へ
し
父
の
齢
　
　
　
舟
　
木
　
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

初
売
り
の
威
勢
に
引
か
れ
足
運
ぶ
　
　
　
蔵
新
田
　
　
小
笠
原
　
亮
　
子

戦
友
の
卒
塔
婆
並
ぶ
雪
灯
り
　
　
　
　
　
上
　
里
　
　
小
　
野
　
石
蕗
子

凍
る
夜
の
湯
気
ほ
の
ぼ
の
と
茶
碗
蒸
し
　
舟
打
場
　
　
高
　
橋
　
民
治
郎

叱
り
居
て
梳
く
手
は
や
さ
し
初
牛
舎
　
　
久
　
保
　
　
高
　
橋
　
典
　
三

初
日
の
出
二
人
で
越
せ
し
山
や
谷
　
　
　
小
　
倉
　
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

掛
け
軸
の
鷹
の
目
厳
し
寝
正
月
　
　
　
　
秋
田
市
　
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

は
ら
か
ら
も
独
り
と
な
り
て
年
明
く
る
　
蔵
新
田
　
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

一
言
が
笑
い
を
誘
う
初
日
ざ
し
　
　
　
　
横
　
渡
　
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

労
い
も
添
え
て
い
た
だ
く
屠
蘇
の
杯
　
　
山
　
崎
　
　
小
　
松
　
良
　
子

手
詰
り
の
雪
掻
き
片
手
の
発
句
か
な
　
　
横
小
路
　
　
小
　
松
　
丈
　
介

嫁
が
君
頭
上
の
家
裏
に
ぎ
わ
え
り
　
　
　
下
小
路
　
　
小
　
松
　
メ
　
サ

初
夢
の
泡
沫
ば
か
り
残
り
け
り
　
　
　
　
高
戸
屋
　
　
小
　
松
　
敏
　
雄

作
陶
の
わ
び
さ
び
遠
し
初
轆
轤ろ

中
　
通
　
　
小
　
松
　
順
之
助

出
羽
富
士
の
尾
根
研
ぎ
澄
み
し
初
景
色
　
新
　
町
　
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

え
ん
ま
様
が
も
て
余
し
た
男
た
ち

む
か
し
む
か
し
あ
る
村
で
、
医い

者
と

鍛か

冶じ

屋や

と
山
伏
の
三
人
が
同
じ
日
に
死

ん
で
し
ま
い
、
同
じ
日
に
葬
式
を
出
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
人
は
、
三
途ず

の
川
を
渡
る
舟
の
中

で
、
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ
る
の
か
色
々

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
医
者
が
「
や

ぁ
、
ど
う
せ
俺
た
ち
は
地じ

獄
行
き
だ
ろ

う
が
、
同
じ
村
の
三
人
が
一
緒
だ
か
ら

な
ん
だ
か
心
強
い
な
ぁ
」
と
い
う
と
他

の
二
人
も
ほ
っ
と
安
心
す
る
の
で
し

た
。い

よ
い
よ
三
人
が
え
ん
ま
様
の
前
ま

で
来
る
と
、
え
ん
ま
様
は
「
今
日
は
ろ．

く
で
な
し

．
．
．
．

ば
か
り
じ
ゃ
。
裁
判
も
い
ら

ね
ぇ
」
と
い
っ
て
三
人
を
べ
ろ
ん
と
飲

み
込
み
、
腹
の
中
へ
ど
す
ー
ん
と
落
と

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
る
と
医
者
は
、「
こ
こ
は
胃
袋
の

中
だ
。
こ
れ
は
溶と

け
な
い
薬
だ
か
ら
」

と
い
っ
て
薬
を
出
し
、
み
ん
な
で
そ
れ

を
飲
み
ま
し
た
。

三
人
が
辺
り
を
見
回
す
と
、
そ
こ
に

は
た
く
さ
ん
の
筋
が
た
れ
下
が
っ
て
い

ま
す
。
実
は
、
そ
の
筋
に
は
、
え
ん
ま

様
の
笑
い
筋
だ
の
泣
き
筋
だ
の
が
あ
っ

て
、
三
人
が
勝
手
に
引
っ
張
っ
た
と
こ

ろ
、「
わ
っ
は
っ
は
っ
」
と
も
の
す
ご

い
笑
い
声
が
し
た
と
思
っ
た
ら
、
今
度

は「
う
わ
ー
ん
、う
わ
ー
ん
」と
大
泣
き

声
。
最
後
に
医
者
が
腹
痛
の
薬
を
腹
の

中
に
塗ぬ

っ
た
と
こ
ろ
、
え
ん
ま
様
は
う

ん
う
ん
と
う
な
り
始
め
、
と
う
と
う
三

人
を
べ
ろ
ー
と
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

怒
っ
た
え
ん
ま
様
は
三
人
を
針
の
山

に
登
ら
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
鍛
冶
屋
が
「
こ
こ
は
俺
に
ま
か
し

と
け
」
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
鉄
の
わ

ら
じ
を
作
っ
て
道
を
つ
け
、
先
に
な
っ

て
金
槌
で
針
を
ポ
ッ
キ
ン
ポ
ッ
キ
ン
と

砕
い
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
て
い

た
鬼
た
ち
が
、
え
ん
ま
様
に
知
ら
せ
た

と
こ
ろ
、「
な
に
ぃ
、
針
の
山
に
道
を

作
っ
た
だ
と
。
こ
の
た
わ
け
も
の
っ
。

さ
っ
さ
と
引
っ
捕
ら
え
て
釜
ゆ
で
だ

ぁ
。
早
く
し
ろ
っ
」
え
ん
ま
様
は
赤
い

顔
に
湯ゆ

気げ

を
立

て
て
怒ど

鳴な

る
の

で
し
た
。

鬼
た
ち
に
捕

ま
え
ら
れ
た
三

人
は
、
釜
の
中

に
放
り
込
ま
れ

て
し
ま
い
ま
し

た
。
す
る
と
今

度
は
山
伏
が
、

わ
し
の
出
番
と

ば
か
り
に
、
何

や
ら
訳
の
分
か

ら
な
い
呪
文
を

唱
え
始
め
る

と
、
だ
ん
だ
ん
い
い
あ
ん
ば
い
の
湯
か

げ
ん
に
な
り
ま
し
た
。「
ほ
ほ
ほ
、
お

か
げ
で
ち
ょ
う
ど
い
い
湯
加
減
に
な
っ

た
。
い
っ
ち
ょ
う
こ
こ
ら
で
唄
コ
で
も

や
ろ
う
か
。
い
い
湯
だ
ナ
、
ア
ハ
ハ
ン

…
」
と
三
人
は
湯
治じ

気
分
で
大
は
し
ゃ

ぎ
で
す
。
え
ん
ま
様
は
歯
ぎ
し
り
を
し

な
が
ら
、「
う
ー
ん
、
く
や
し
い
。
こ

こ
は
地
獄
だ
、
楽
し
く
や
る
な
っ
。
こ

ん
な
悪
た
れ
者
た
ち
は
初
め
て
だ
。
さ

っ
さ
と
し
ゃ
ば

．
．
．

へ
も
ど
し
て
や
れ
っ
」

こ
う
し
て
三
人
は
、
え
ん
ま
様
に
ぶ

っ
飛
ば
さ
れ
て
、
再
び
こ
の
世
に
戻
さ

れ
た
の
で
し
た
。そ
れ
か
ら
の
三
人
は
、

い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
、
仲
良
く
暮

ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

六
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齋　藤　翔　太くん齋　藤　翔　太くん�
　　　（寺田・１歳）　　　（寺田・１歳）�
お父さん：義　勝さんお父さん：義　勝さん�
お母さん：博　美さんお母さん：博　美さん�
お話し：博美さんお話し：博美さん�

しょう　しょう　   た�

齋　藤　翔　太くん�
　　　（寺田・１歳）�
お父さん：義　勝さん�
お母さん：博　美さん�
お話し：博美さん�

しょう　   た�

小　野　　　好
このむ

さん（舘合新田・19歳）

―職業は
大東精機に勤務しています。

―趣味は
卓球、邦画の鑑賞、セブンブリッジ。

―目標（夢）は
長生きすることです。

―理想のタイプは
嘘をつかない人。

―家族に一言
この家に生まれて本当に良かったと思います。
これからもよろしくお願いします。

―東由利について一言
心が落ち着くいい町です。

名前の由来は？
「未来に力強くはばたくようにと願い『翔太』とつけました」
家族では誰が好き？
「お姉ちゃんが大好きで、いつもピッタリくっついています」
最近のエピソードは？
「最近、家族の言うことが分かるようになり、言葉も少しずつ話
すようになりました。なぜか最初に発した言葉が『靴下』で、笑
ってしまいました」
お父さんとお母さんから翔太くんへひとこと
「大きな病気などせず、健康で、人に優しくできる子になってネ」

※先月号でアイドルの名前が『颯太』くんと掲載されましたが、『颯汰』くん
の誤りです。おわびして訂正いたします。

よりよき生活習慣で病気を予防する�
Vol
.32

「
カ
ボ
チ
ャ
の
サ
ラ
ダ
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
大
さ
じ
、
小
…
小
さ
じ
）

カ
ボ
チ
ャ
１
６
０
ｇ
、
ニ
ン
ジ
ン
40
ｇ
、
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
20
ｇ
、
キ
ュ
ウ
リ
40
ｇ
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
３
、
塩
少
々
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
２
０
０
ｇ
（
飾
り
つ
け
用
）

《
作
り
方
》

①
カ
ボ
チ
ャ
、
ニ
ン
ジ
ン
は
サ
イ
コ
ロ
に
切
り
ゆ

で
る

②
キ
ュ
ウ
リ
は
サ
イ
コ
ロ
に
切
り
さ
っ
と
塩
を
か

け
て
お
く

③
カ
ボ
チ
ャ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
カ
ッ
テ

ー
ジ
チ
ー
ズ
を
入
れ
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
和
え
る

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

冬
は
ど
う
し
て
も
緑
黄
色
野
菜
が
不
足
し
が
ち

な
季
節
で
す
。
風
邪
な
ど
に
か
か
り
に
く
く
す
る

た
め
に
も
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
多
く
含
む
こ
ん
な
一
品

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
小
松
保
健
婦
）

風
邪
を
引
い
た
と
き
の
食
べ
物

気
温
が
低
く
空
気
の
乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時
期
、

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
人
が
増
え
ま

す
。
予
防
と
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
睡
眠
や
休
養
を
十

分
に
と
っ
て
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

風
邪
の
予
防
に
と
り
わ
け
有
効
な
栄
養
素
は
、

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と
Ｃ
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
風
邪
の
ウ
イ
ル

ス
の
侵
入
口
と
な
る
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
を
丈
夫
に
し

ま
す
。
Ａ
の
多
い
旬
の
青
菜
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
た
っ
ぷ
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

予
防
だ
け
で
な
く
、
風
邪
の
回
復
に
も
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
の
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
で
す
。
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
対
す
る
免
疫
力
を
高
め
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
損
な
わ
れ
た
細
胞
の
修
復
や
再
生
に
役
立
ち
ま

す
。
カ
ブ
、
根
ミ
ツ
バ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
レ
ン
コ

ン
が
お
す
す
め
。
果
物
で
は
、
カ
キ
と
ミ
カ
ン
が
ビ

タ
ミ
ン
Ａ
と
Ｃ
の
両
方
を
含
む
優
れ
も
の
で
す
。

気
を
つ
け
て
い
た
け
れ
ど
風
邪
を
引
い
て
し
ま

っ
た
と
い
う
と
き
は
温
か
く
、水
分
の
多
い
食
事
を
。

熱
が
あ
る
と
き
は
、

温
か
い
食
事
が
発
汗

を
促
し
て
熱
を
下
げ

る
役
割
を
果
た
し
、

水
分
の
多
い
食
事
が

汗
で
出
た
分
を
補
充

し
ま
す
。
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

友
癒
え
て
安
堵
を
も
ら
う
初
電
話
　
　
　
五
海
保
　
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

新
玉
の
夢
追
い
た
く
も
独
り
か
な
　
　
　
時
雨
山
　
　
吉
　
川
　
葉
　
子

光
る
も
の
ま
と
ひ
聖
樹
の
夜
な
り
け
り
　
横
小
路
　
　
宮
　
野
　
源
二
郎

初
雀
牛
舎
の
絆
深
め
合
ふ
　
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
　
小
　
野
　
貞
　
子

初
景
色
三
む
か
し
超
へ
し
父
の
齢
　
　
　
舟
　
木
　
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

初
売
り
の
威
勢
に
引
か
れ
足
運
ぶ
　
　
　
蔵
新
田
　
　
小
笠
原
　
亮
　
子

戦
友
の
卒
塔
婆
並
ぶ
雪
灯
り
　
　
　
　
　
上
　
里
　
　
小
　
野
　
石
蕗
子

凍
る
夜
の
湯
気
ほ
の
ぼ
の
と
茶
碗
蒸
し
　
舟
打
場
　
　
高
　
橋
　
民
治
郎

叱
り
居
て
梳
く
手
は
や
さ
し
初
牛
舎
　
　
久
　
保
　
　
高
　
橋
　
典
　
三

初
日
の
出
二
人
で
越
せ
し
山
や
谷
　
　
　
小
　
倉
　
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

掛
け
軸
の
鷹
の
目
厳
し
寝
正
月
　
　
　
　
秋
田
市
　
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

は
ら
か
ら
も
独
り
と
な
り
て
年
明
く
る
　
蔵
新
田
　
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

一
言
が
笑
い
を
誘
う
初
日
ざ
し
　
　
　
　
横
　
渡
　
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

労
い
も
添
え
て
い
た
だ
く
屠
蘇
の
杯
　
　
山
　
崎
　
　
小
　
松
　
良
　
子

手
詰
り
の
雪
掻
き
片
手
の
発
句
か
な
　
　
横
小
路
　
　
小
　
松
　
丈
　
介

嫁
が
君
頭
上
の
家
裏
に
ぎ
わ
え
り
　
　
　
下
小
路
　
　
小
　
松
　
メ
　
サ

初
夢
の
泡
沫
ば
か
り
残
り
け
り
　
　
　
　
高
戸
屋
　
　
小
　
松
　
敏
　
雄

作
陶
の
わ
び
さ
び
遠
し
初
轆
轤ろ

中
　
通
　
　
小
　
松
　
順
之
助

出
羽
富
士
の
尾
根
研
ぎ
澄
み
し
初
景
色
　
新
　
町
　
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

え
ん
ま
様
が
も
て
余
し
た
男
た
ち

む
か
し
む
か
し
あ
る
村
で
、
医い

者
と

鍛か

冶じ

屋や

と
山
伏
の
三
人
が
同
じ
日
に
死

ん
で
し
ま
い
、
同
じ
日
に
葬
式
を
出
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
人
は
、
三
途ず

の
川
を
渡
る
舟
の
中

で
、
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ
る
の
か
色
々

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
医
者
が
「
や

ぁ
、
ど
う
せ
俺
た
ち
は
地じ

獄
行
き
だ
ろ

う
が
、
同
じ
村
の
三
人
が
一
緒
だ
か
ら

な
ん
だ
か
心
強
い
な
ぁ
」
と
い
う
と
他

の
二
人
も
ほ
っ
と
安
心
す
る
の
で
し

た
。い

よ
い
よ
三
人
が
え
ん
ま
様
の
前
ま

で
来
る
と
、
え
ん
ま
様
は
「
今
日
は
ろ．

く
で
な
し

．
．
．
．

ば
か
り
じ
ゃ
。
裁
判
も
い
ら

ね
ぇ
」
と
い
っ
て
三
人
を
べ
ろ
ん
と
飲

み
込
み
、
腹
の
中
へ
ど
す
ー
ん
と
落
と

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
る
と
医
者
は
、「
こ
こ
は
胃
袋
の

中
だ
。
こ
れ
は
溶と

け
な
い
薬
だ
か
ら
」

と
い
っ
て
薬
を
出
し
、
み
ん
な
で
そ
れ

を
飲
み
ま
し
た
。

三
人
が
辺
り
を
見
回
す
と
、
そ
こ
に

は
た
く
さ
ん
の
筋
が
た
れ
下
が
っ
て
い

ま
す
。
実
は
、
そ
の
筋
に
は
、
え
ん
ま

様
の
笑
い
筋
だ
の
泣
き
筋
だ
の
が
あ
っ

て
、
三
人
が
勝
手
に
引
っ
張
っ
た
と
こ

ろ
、「
わ
っ
は
っ
は
っ
」
と
も
の
す
ご

い
笑
い
声
が
し
た
と
思
っ
た
ら
、
今
度

は「
う
わ
ー
ん
、う
わ
ー
ん
」と
大
泣
き

声
。
最
後
に
医
者
が
腹
痛
の
薬
を
腹
の

中
に
塗ぬ

っ
た
と
こ
ろ
、
え
ん
ま
様
は
う

ん
う
ん
と
う
な
り
始
め
、
と
う
と
う
三

人
を
べ
ろ
ー
と
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

怒
っ
た
え
ん
ま
様
は
三
人
を
針
の
山

に
登
ら
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
鍛
冶
屋
が
「
こ
こ
は
俺
に
ま
か
し

と
け
」
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
鉄
の
わ

ら
じ
を
作
っ
て
道
を
つ
け
、
先
に
な
っ

て
金
槌
で
針
を
ポ
ッ
キ
ン
ポ
ッ
キ
ン
と

砕
い
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
て
い

た
鬼
た
ち
が
、
え
ん
ま
様
に
知
ら
せ
た

と
こ
ろ
、「
な
に
ぃ
、
針
の
山
に
道
を

作
っ
た
だ
と
。
こ
の
た
わ
け
も
の
っ
。

さ
っ
さ
と
引
っ
捕
ら
え
て
釜
ゆ
で
だ

ぁ
。
早
く
し
ろ
っ
」
え
ん
ま
様
は
赤
い

顔
に
湯ゆ

気げ

を
立

て
て
怒ど

鳴な

る
の

で
し
た
。

鬼
た
ち
に
捕

ま
え
ら
れ
た
三

人
は
、
釜
の
中

に
放
り
込
ま
れ

て
し
ま
い
ま
し

た
。
す
る
と
今

度
は
山
伏
が
、

わ
し
の
出
番
と

ば
か
り
に
、
何

や
ら
訳
の
分
か

ら
な
い
呪
文
を

唱
え
始
め
る

と
、
だ
ん
だ
ん
い
い
あ
ん
ば
い
の
湯
か

げ
ん
に
な
り
ま
し
た
。「
ほ
ほ
ほ
、
お

か
げ
で
ち
ょ
う
ど
い
い
湯
加
減
に
な
っ

た
。
い
っ
ち
ょ
う
こ
こ
ら
で
唄
コ
で
も

や
ろ
う
か
。
い
い
湯
だ
ナ
、
ア
ハ
ハ
ン

…
」
と
三
人
は
湯
治じ

気
分
で
大
は
し
ゃ

ぎ
で
す
。
え
ん
ま
様
は
歯
ぎ
し
り
を
し

な
が
ら
、「
う
ー
ん
、
く
や
し
い
。
こ

こ
は
地
獄
だ
、
楽
し
く
や
る
な
っ
。
こ

ん
な
悪
た
れ
者
た
ち
は
初
め
て
だ
。
さ

っ
さ
と
し
ゃ
ば

．
．
．

へ
も
ど
し
て
や
れ
っ
」

こ
う
し
て
三
人
は
、
え
ん
ま
様
に
ぶ

っ
飛
ば
さ
れ
て
、
再
び
こ
の
世
に
戻
さ

れ
た
の
で
し
た
。そ
れ
か
ら
の
三
人
は
、

い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
、
仲
良
く
暮

ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）
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住民基本台帳�

男（人）�

女（人）�

計（人）�

世帯数（戸）�

12月末人口�前月比�

2,372�

2,542�

4,914�

1,380

0�

0�

0�

－  1

�

出生（人）�

死亡（人）�

転入（人）�

転出（人）�

12月異動人数�1月からの累計�

2�

2�

3�

3

16�

57�

66�

107

消防・交通�

火災出動（件）�

救急出動（件）�

交通事故（件）�

死亡（人）�

傷者（人）�

飲酒運転（件）�

酒気帯び（件）�

0�

6�

0�

0�

0�

0�

2

2�

125�

9�

0�

10�

0�

8

12　月�
発生数�

1月から�
の累計�

15.2.1 広報ひがしゆり　16

林
縁
や
山
裾
な
ど
、ど
こ
に
で
も
見
ら
れ
る
多
年
生
の
草
本
で
、

「
ク
ジ
ャ
ク
シ
ダ
」
ま
た
は
「
ヌ
リ
バ
シ
」
な
ど
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
根
は
横
に
這
い
、
葉
は

冬
の
間
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
草
の
見
ど
こ
ろ
は
、

茶
褐
色
ま
た
は
黄
褐
色
の
茎

の
鱗
片
か
ら
簇
出

そ
う
し
ゅ
つ

し
、
輪
状

に
な
っ
た
根
茎
に
、
や
や
変

形
し
た
長
楕
円
形
の
葉
片

を
、
び
っ
し
り
つ
け
る
こ
と

で
す
。
こ
の
様
子
が
恰

あ
た
か

も
孔

雀
が
羽
根
を
広
げ
た
と
き
の

よ
う
に
見
え
る
の
で
和
名
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ヌ
リ

バ
シ
は
、
葉
柄
が
ち
ょ
う
ど

漆う
る
し

を
塗ぬ

っ
た
箸
の
よ
う
に
艶つ

や

が
あ
る
の
で
い
わ
れ
ま
す
。

1�　ニュースポーツ講習会「キ
ンボール」

2� 第26回蔵分館冬まつりっこ
4� 予防接種（個別・三混）
6�　議会全員協議会
7� 機能訓練教室
9� 大平スキー大会
11�　建国記念日
14� 女性のためのさわやか講座
15� 雪ものがたり2003（～16日）

冬季スポレク大会「ペタン
ク大会」

17� 機能訓練教室
18�　食生活改善講習会
19� 予防接種（集団・ポリオ）
20�　3歳児健診
23� 2003雪上野球Ｗ杯東由利

大会
25�　献血
26� ことぶき大学（閉校式）
28� 畜産講演会

東
由
利�

ク
ジ
ャ
ク
ソ
ウ

（
ウ
ラ
ボ
シ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.216

（
12
月
21
日
〜
１
月
20
日
）

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一
封
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

石
黒
ミ
ヲ
さ
ん
（
秋
田
市
）、
鈴
木
春
夫
さ
ん

（
藤
枝
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

佐
藤
達
男
さ
ん
（
下
通
）、
小
松
耕
之
助
さ
ん

（
下
小
路
）、
佐
藤
順
一
さ
ん
（
中
通
）、
石
岡
イ

セ
子
さ
ん
（
高
戸
屋
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

今月は、本町のスキーヤーの活躍ぶりが素晴らし
かったですね。風を切ってゲレンデを滑れたらどん
なに気持ちがいいのだろうと考えるだけでうらやま
しく、ワクワクしてしまいます。一方、矢島スキー
場で地元の小学生が事故で亡くなったという悲しい
ニュースも耳にしました。失なわれてしまったその
子の未来やご遺族のことを思うと、とても胸が痛み
ます。スリル満点で楽しいスポーツも、油断をする
ととても危険です。本町のみなさんもスポーツ中の
事故には十分気をつけてほしいものです。（菅）

藤原陽太郎さん（上通）の作品です。
本作品は第９回子吉川写真コンテストで佳作に

選ばれました。

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●東由利町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

（
12
月
21
日
〜
１
月
20
日
届
出
）

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

12
／31
小
松
正
之
助
さ
ん
（
73
）
敬
　
子
･
夫
・
中
　
通

１
／13
佐
藤
　
安
吉
さ
ん
（
72
）
秀
　
子
･
夫
・
下
　
通

冬のワカサギ釣り


